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第二東名高速道路は約170kmにわたって静岡県内を東西につらぬく形で建設が予定されている。本書

は、その建設に伴い実施された、島田市志戸呂に所在する上ノ山遺跡の発掘調査報告書である。

島田市金谷地区では、周知の遺跡である駿河山遺跡、上志戸呂古窯も第二東名高速道路建設に伴う発

掘調査が行われ、別に報告がなされる予定であるが、本書で報告されている上ノ山遺跡は今回の調査で

新たに発見された弥生時代の集落遺跡である。金谷地区での弥生時代の遺跡は、そのほとんどが土器片

の出土が報じられているにすぎず、本格的な発掘調査により遺跡の内容が明確となったのは、この上ノ

山遺跡と駿河山遺跡が初めてである。

弥生時代を特徴づけるものといえば水田稲作である。大井川流域に水田稲作技備が伝わってきたのは

弥生時代中期~後葉と考えることができる。金谷地区でそのころ水田稲作が行われた可能性の高い候補

地は大代川流域と考えられており、上ノ山遺跡はその大代川左岸の丘陵上という立地に存在する。今回

の調査で与は水田稲作を示す直接的な発見はなかったが、今後の調査・研究の進展につながる資料を提供

したことになろう。金谷町域のみならず、周辺地域との関わりのなかで今回の調査の成果が活かされる

ことを期待するものである。

今回の発掘調査ならび、に本書の作成にあたって、中日本高速道路株式会社横浜支社、島田市教育委員

会、静岡県教育委員会等の関係機関各位、地元住民の方々より多大な御理解と御協力をいただいた。さ

らに、多くの方から御指導・御助言をいただいた。この場を借りて、心よりお礼申し上げる。最後に、

現地調査、資料整理に関わった調査研究員、作業員諸氏にも感謝の意を表する次第である。

平成18年3月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所 長粛藤 忠



本書は、島田市金谷地区における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の総論と、静岡県島

田市志戸呂971-6外に所在する上ノ山遺跡の発掘調査報告書である。

第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位で実施している。島田市域

では本書が第 l冊目であるため「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 島田市ーしとした。

調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、中日本高速道路株式会社 (1日日本道路

公団静岡建設局)の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、島田市 (1日金谷町)の協力

を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

現地調査・資料整理の期間と担当者は以下のとおりである。なお、調査体制は第 1章に明記した。

確認調査:平成11年 1月川上努

本調査:平成11年4月......，9月 石 田勉、川上努

資料整理・報告書作成:平成16年4月~平成17年3月 川上努

平成17年4月~平成18年3月河合修、鈴木淑子

本書の執筆は第 l章第 l節を及川 可が、第 l章第2節を河合が、他の部分を川上が行い、河合が

一部加筆した。

調査における協力者等は、文末に記載した。

現地での基準点測量、空中写真撮影及び、遺構測量の一部は玉野総合コンサルタント株式会社に委託した。

整理作業における石器の実測は株式会社アルカ及び株式会社フジヤマに委託した。

本書で使用した遺物写真図版は、すべて当研究所写真室が撮影した。

脆弱遺物の取り上げ及び保存処理は、当研究所保存処理室が実施した。

調査の概要は、当研究所の出版物で一部公表されているが、内容において本書と相違がある場合は

本報告をもって訂正する。

本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

発掘調査の資料は、静岡県教育委員会が保管している。
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第 1章総論
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連埋蔵文化財連絡調整会議Jが設置され、第 l回の協議が平成7年12月13日に行われている。これ以降、

細かい埋蔵文化財の取扱いについては、この会議において協議していくこととなった。なお、日本道路

公団静岡建設所は平成8年7月1日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組されている。

平成8年度には、第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、平成8年9月24日付けで第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについて

の確認書を締結、さらに調査実施機関である側静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、平成8年

9月25日付けで第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協定書を締結し、

平成8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していくこととなった。年度後半には、掛川市倉真のNO.94

地点、浜北市大平のNo.l36地点、岡市四大地のNo.l37地点、の確認調査が実施されている。その後、平成9

年度からは、発掘調査も本格化し、県内各地の確認調査から順次着手していった。

-方、長泉町~御殿場市聞についても日本道路公団に対し、平成9年 l月31日付けで建設に係る調査

開始指示が出され、さらに平成9年12月25日付けで施行命令が出されている。この区間については、建

設省の依頼により平成6年度後半に踏査が行われ、調査対象地点のリストアップが行われていたが、調

査開始指示を受けて、再度平成10年9月2日付けで日本道路公団静岡建設局長より静岡県教育委員会教

育長あてに「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育

委員会文化課は関係する市町村教育委員会に平成10年9月25日付けで再踏査の依頼をするとともに、 10

月2日には踏査の実施に関する打合せ会を行った。 11月上旬には、長泉町・裾野市・御殿場市教育委員

会から踏査結果についての報告がなされたが、県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平成10年12月

17日付けで県教育長から日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵文化財調査の

対象となった箇所は21地点、調査対象総面積は108，734凶であった。関係者協議の結果、これらの調査対

象地点についても、側静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとし、平成11年3月5日付け

で、協定変更を行っている。

なお、第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線及びサーピスエリア・

ノtーキングエリア、排土処理場について側静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道路及び

取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応することとしたが、調査の進展に伴う調査の事

業量の増大に閑静岡県埋蔵文化財調査研究所の体制が追いつかず、本線部分の一部について、沼津市や

静岡市、浜北市、富士宮市、裾野市、富士市の各教育委員会に対応してもらうとともに、特に東部地域

を中心に、民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

こうした経過の中で、島田市金谷地区における第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査について、最終的

には後述する 3地点を調査対象にした。発掘調査の実施については、閑静岡県埋蔵文化財調査研究所が

あたったが、用地買収が進んで、、一部調査実施が可能となった平成10年度より、 NO.91地点(駿河山遺跡)、

NO.92地点(上志戸呂窯跡)、 NO.93地点(上志戸呂)の確認調査から開始した。

2 現地調査の体制

金谷地区の確認調査及び本調査は、平成10"-'13年度に実施した。その体制は第 l表のとおりである。

第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査(以下、「本事業」という。)においては、平成11年度以降に

本事業担当課を設けて対応した。さらに、日本道路公団静岡建設局各工事事務所の範囲に合わせて工区

を設定し、数多くの調査に工区単位で対応した。なお、上ノ山遺跡の所在する金谷地区は掛川工区内の

一地区である。

金谷地区の担当は、確認調査段階では島田市旭に所在する島田事務所を、本調査段階では各現地事務

-4-
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範は、荘域が遠江守源基俊に横領されそうになったため、大治3年に再び本家職を待賢門院御願寺円勝

寺に寄進し、自らは領家職として保身を図ったのである。後の建久元年(1190)、駿河守護武田信義の子

息板垣兼信が地頭として質侶荘に入るが、後白河法皇の反発によって兼信は更迭されたうえ、流罪とな

る。これ以降、地頭は補任されていない。円勝寺領としての質侶荘は、文永年間(1264"'75)まで継続

していたようであるが、その後は定かではない。

中世 当地域の中世遺跡は潤沢で、中世前期・戦国期の窯と、戦国期の山城が顕著で、ある。

窯業生産は、前述のように平安時代後期から開始されているが、盛んになるのは中世前期の山茶椀生産

以降である。現在金谷地区の山茶椀窯は 5地点約50基が把握され、灰色味が強い東遠系の器種を生産する。

12世紀前半の窯は、すゃん沢ときつね沢、つばき沢で把握されている。このうちきつね沢とつばき沢

は隣接する谷地形にあるが、すゃん沢は南東に離れている。 12世紀後半の窯はすゃん沢ときつね沢にあ

るが、採集遺物からすると生産量はさほど多くないようである。最も生産が盛んになるのは13世紀前半

から半ば過ぎの時期であり、すゃん沢ときつね沢にほろん沢が加わる。最終段階に当たる13世紀末ではほ

ろん沢に集約される。この時期の窯業生産には、当時の本家職である円勝寺が関わっていたのであろうか。

ついで、 15世紀後半に川根沢窯と三ツ沢窯において、古瀬戸後期N段階に近似した製品が生産される。

これらの窯は単独窯であり、 J11根沢窯が三ツ沢窯よりも若干先行して生産を開始する。しかし、 15世紀

末には廃絶され、再び窯の火は途絶える。この時期は今川氏親の遠江進攻とおおむね一致する。在地支

配の今川傘下への転換が、窯業生産の終着に関わっている可能性がある。

16世紀後半に至り、上志戸呂窯で大窯3段階後半に近似した製品が生産され始める。上志戸呂窯の工

人には、天正16年(1588)に徳川家康から朱印状が与えられ、分国中の商売の役(税)が免除されてい

ることが知られる(U'県史』資料編8-1974)。大窯4段階では、島田市神座に所在する神座窯に生産が

波及する。神座窯の工人は、中村一氏の家老横田村詮の害状から、焼物の上納義務が課せられていたこ

とと共に、半工半農であったことが窺える(U'県史』資料編9-中村家26)。ついで連房期には、横問一

帯に生産が集約される。この流れが現在の志戸呂焼につながるものである。これら川根沢・三ツ沢・上

志戸目の 3地点ではいずれも発掘調査が実施されている。特に本事業の一環で調査された上志戸呂窯は、

平成元年に金谷町教育委員会が調査された分量と合わせると200箱以上に及ぶ潤沢な遺物が出土してお

り、当地域の窯業生産を理解するうえではまたとない資料を提供している。

戦国期の山城には、横岡に所在する横岡城跡(市指定史跡)と菊111に所在する諏訪原城跡(国指定史

跡)がある。横岡城跡は河岸段丘上に築かれており、 15世紀末、今川氏親によって討たれた鶴見氏の居

城であったといわれる。外縁に堀と土塁を備えた約60m四方の矩形の区画が中心となり、周囲に小規模

な腰曲輸を配置したもので、館としての様相が濃い構造をとる。現在は土塁の一部と井戸が残るほかは、

茶畑の造成によって削平・埋め立てられている。諏訪原城跡は永禄12年(1569)に武田信玄が築いた金

谷城が前身となり、天正元年(1573)、武田勝頼の命によって大改修を受けた城で、東遠江地区の徳川方

に対する武田方の最前線のひとつに位置づけられる。東海道を見下ろす位置にあり、交通の要衝を押さ

える意味を併せ持っている。急峻な崖を背後にもつ I郭を中心に、平坦な台地側に複数の曲輪とともに

土塁、堀、馬出しを備えて、地形の不備を補っている。この城は天正3年、徳川家康によって攻略され、

一時今川氏真が城将となっている。そして、家康の関東移封後に廃城になったといわれる。

近世以降江戸幕府の開闘後、金谷地域は各村落や時期ごとに幕府、駿府藩、田中藩、掛川藩、相良

藩、三河国伊保藩、旗本などの領地が入り組んでいる。比較的頻繁に見られるのが幕府領と掛川領の村

落である。

金谷地区で特徴的な産業は、志戸呂焼である。近世からは連房式登窯での生産に転化し、明治12年

(1879)には窯屋が60戸所在したと記録される。
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第3節確認調査

1 確認調査の対象地点

(1) 位置と現況

第二東名の路線は、金谷地区の中央を東西に横断する。金谷地亙での路線は平野部で延長約3.5kmを測

る。横岡新田付近には国道473号線(主要地方選金谷・中川根線)から接続するインターチェンジが計画

されている。

まず、路線の位置を東から西へと説明する。大井川のほぼ中心線上となる金谷地区の西境を、島田地

区から西に下る橋梁をもって横断し、平野部に入り約150mで、牛尾山の東側lこ突き当たる。ここを掘り

割って西側の平野部にいたる。横岡新田付近のインターチェンジを介して上志戸目付近の丘陵南向き斜

面をカットし、大代川の形成した谷底平野である影島、中島付近を通過する。ここからは粟ヶ岳を貫通

する金谷トンネルに入る。丘陵のカットが生じる牛尾山、上志戸呂付近以外は、インターチェンジ部分

が盛土、他の平野部分が橋梁となる。

路線内の丘陵地の現況は、多くが茶畑として利用される。土採りによって大きく改変されている丘陵

は見当たらない。したがって、各丘陵の地形は、ほぼ本来の形状が残されているとみられる。

一方、平野部・谷平野においては、道路や建築物・宅地によって開発されている部分もあるものの、

水田や畑に利用されている部分の方が多い。

第4図第二東名の路線と対象地点

(2) 対象地点の選定

第二東名路線範囲において、静岡県教育委員会および金谷町教育委員会が確認調査を必要とする対象

地点とその範囲を選定している。その後においても、路線範囲の変更や側道等といった本線以外の工事

範囲の確定、さらに遺跡の所在の再確認等によって、対象地点の範囲の変更や新たな対象地点の追加も

同様に行われた。最終的に、金谷地区では3ヶ所の対象地点が選定された。

3ヵ所の対象地点の内、 2地点、は既に周知されていた埋蔵文化財包蔵地(以下、周知の遺跡)を含ん
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第4節本調査

I 本調査の方法と経過

ここでは、主に金谷地区の本調査全体に関わる事項について触れる。

本調査を実施した対象地点とその範囲は、前節で述べた確認調査の結果に基づいて静岡県教育委員会

から示されたものである。なお、本調査を実施した対象地点および対応する遺跡名は、 NO.91地点駿河山

遺跡、 NO.92地点上志戸日古窯、 NO.93地点上ノ山遺跡の 3箇所である。

本調査の実施においては、調査範囲及び調査に必要な諸用地(作業員棟・駐車場用地等)が確保でき

たこと、立木伐採・除去等の調査環境が整うこと、調査を行う体制が整うことといった条件がそろい、

要請のあった順に開始することとなった。したがって、西から東、東から西へといったような整理され

た順序で調査を実施することはできなかった。また、 NO.91地点、(駿河山遺跡)では、調査対象範囲をさ

らに大きく 4分割 (A'""D区)し、 A区、 D区、 B区、 C区の順で継続して調査を実施した。

調査の方法は、第 l節の調査体制の中である程度の統ーを図った。しかし、詳細においては各調査で

異なるため、各遺跡の調査方法と経過については、各遺跡の報告で述べることとする。

第3表調査実施期間

遺跡名 地点・期
面積 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

(111) 617 819 10111 1211 213 415 617 819 101ll 1211 213 415 617 819 10111 1211 213 415 617 819110 

91(権認) 岡山田

!技河山遺跡、

91(本調査) 27，000 

92 (確認) 圃園田園

上志戸円古窯

92(本調査) 100 田園田 回・

93 (確認) 圃・圃

上ノ山泊跡

93(本調査) 3，929 

一 -ー」ー '--

2 本調査の概要

金谷地区の調査結果の概要は以下のとおりである。ここでは時代ごとに発見された遺構・遺物を概観

してみたい。

縄文時代

縄文時代の遺構は、駿河山遺跡と上ノ山遺跡で検出されている。特lににこ乙4駿河山遺跡で

集落は、丘陵西側の斜面を不用品の廃棄場所として利用していたとみえ、多量の土器、石器が包含層を

形成していたD 丘陵の中ほどからは竪穴住居跡と、おびただしい数の風倒木痕が、東側からは墓域と思

われる配石遺構や弱翠製の大珠を埋納する士坑が検出されている。

弥生時代

弥生時代の遺構もやはり上ノ山遺跡と駿河山遺跡で

上ノ山遺跡でで、は、丘陵の尾根上を中心とした中期後半~後期の集落が検出されている。周辺の遺跡よ

りも先行する資料であり、駿河山遺跡の成立を考える上でもきわめて興味深い。

-13-



駿河山遺跡からは後期の竪穴住居跡が約200軒検出されており、空閑地を中心としてその外周に数棟を

lグループとして配置する傾向が窺える口墓域は方形周溝墓で構成され、台地状平坦面のほぼ中央に造

られる。この墓は、後続する古墳時代前期の溝に切られるため、相互の集団には何らかの断絶があるも

のと思われる。また、炉も床ももたない長方形状の平面形状を持つ竪穴状遺構が検出されている。この

遺構は、竪穴住居のグループよりもやや外側に外れた位置にあり、住居とは異なる機能を有するものと

考えられる。

古墳時代

古墳時代の遺構は、駿河山遺跡で検出されている。前期初頭に当たるものであるが、西側に方形周溝

墓群が、半ばから東よりに竪穴住居が配置され、これらの聞は溝で区切られている。弥生時代後期の遺

構からこの時期にいたる聞にはさほど時期的な断絶は感じられないが、何らかの強い影響によって、土

地の利用状況が・変したことが感じられる。中期以降の集落は検出されていないが、古墳時代末にあた

る7世紀後半の遺物が上ノ山遺跡から得られている。

古代

古代の資料は上ノ山遺跡と駿河山遺跡から得られている。上ノ山遺跡では、出土量はさほど多くない

ものの、奈良時代の遺物が出土している。検出された掘立柱建物のうち、少なくとも 2棟がこの時期に

あたると思われる。また、平安時代後期(11世紀)にあたる蔵骨器を収めた土坑も検出されている。駿

河山遺跡で、も、灰紬陶器の椀を複数枚埋納する小土坑が検出されている。平安時代では丘陵部が居住域

としてではなく、墓域として利用されていたことを想定できる興味深い例である。

中世以降

いずれの遺跡からも、島田市横岡で生産されたと考えられる東遠系山茶椀類が出土している。きわめ

て小範囲にしか流通しない皿期-3の椀も駿河山遺跡から出土している。 NO.92地点の上位の斜面からも

山茶椀類が出土しているが、当該期の窯の存在は把握できなかった。

NO.92地点の下位の斜面からは、 16世紀後半の上志戸呂古窯が検出されている。こ の窯は以前から存在

が把握されていたものであるが、少なくとも 2基の窯で構成されることなど、新所見が得られている。

このように、各遺跡からは多くの新たな発見が得られている。特に、駿河山遺跡には集落の組成を把

握できる資料が各時代にあり、今後の検討が期待される口

写真 1 上志戸呂窯跡の調査 写真2 駿河山遺跡の調査
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経過調査
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し 検出面より下
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した。しかし、し されなか vったた しないものと

し、 9月 もって 了した。
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3 資料整理の方法と経過

第二東名建設に伴う発掘調査については現地調査を優先するという方針から、資料整理は多くの現地

調査が終了した段階で実施することとなった。これに先行する基礎的整理作業(出土遺物の洗浄・注記・

接合・復元・実測、写真整理、図面整理・修正、各種台帳作成等)は、上ノ山遺跡の現地調査終了後、

他の現地調査と並行して実施した。

平成15年度末の時点で静岡工区静岡地区の現地調査がほぼ終了したことから、平成16年度から静岡工

区藤枝地区と一部の遺跡を除いた静岡工区とともに金谷地区の基礎整理および資料整理を、本格的に開

始した。資料整理を必要していた複数の遺跡の中で¥上ノ山遺跡は基礎整理が比較的進展していたため、

他の資料整理及び基礎整理と並行しながら、優先的に資料整理を行うことになった。遺構図、遺物実測

図の修正・編集・トレース、遺物の写真撮影、報告の執筆等を行い、これらを編集して報告書を作成し

た。なお、遺物の写真撮影は 6X7判のモノクロ及びカラーポジを用いた。

写真3 遺物接合・復元作業 写真4 遺物実測作業

写真5 版下作成作業 写真6 原稿執筆作業
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第3節調査の成果

l 概要

(1) 地形

上ノ山遺跡が営まれている丘陵は11I百50""60mの、南~南東ヘ12%前後で、下る日当たりに恵まれた緩斜

面である口調査区西よりで検出された埋没谷は、ほぼ埋まっていたために現地表上からは明確に把輝で

きないものであった。この埋土は、黒ボクに下位の層位が混入して形成されたもので、丘陵上位からの

流出土が再堆積しているものと思われる。この中には縄文時代に遡る石器が多く、それ以降の遺物が少

ない傾向から、縄文時代末~弥生時代中期初頭までにはほぼ埋まり尽し、弥生集落が形成された時分に

は、穏やかなくぼみになっていたものと思われる。このような埋没谷は、東側に約1.5km隔たった駿河山

遺跡でも観察されたため、あるいは周辺の丘陵部に恒常的に見られる現象であるのかもしれない。

丘陵の東側にある谷地形は、殿ノ沢の関析によるものである。このような沢による谷地形は山塊のい

たるところに観察できる。これらから流出した土砂が、丘陵南側の大代川が流れる谷底平野を埋め立て

る一助となっている。

(2) 土層

遺跡は南ないし南東側に傾斜した地形である。丘陵の上位に堆積した土壌は、風雨によって下位ヘ流

出するため、下位に行くに従って厚くなる傾向がある。この作用は、上位には薄いながらも黒ボクが遺

存し、下位には黒ボクが見られない替わりに、より下位に堆積する黄色、あるいは褐色味の強い土と黒

ボクが混じり合った暗褐色の土が堆積することにも反映している。つまり、この丘陵上にみられる堆積

土は、比較的元位置を保つ混じりけのない更新世の堆積物と考えられる磯層 (VI層)、黄色土 (V層)と

完新世の黒ボク (II層)と、これらが流出し混じって再堆積した土層の 3種から構成されるのである。

今回の調査区では、これらの土層の中でも普遍的に見られるものを上位から I""VI層とした。

I層:黒ボクに有機質が混入した厚さ50cmほどの黒褐色土である。黒ボク上位を茶畑として耕作した

ことが成因である。

II層:黒ボクと呼ばれる、粘性の強い粒子の細かい黒色土である。遺物包含層や遺構の覆土となる。

凹層:褐色の風化機が混じった粘性の弱い暗褐色土であり、 II層と V層、 VI層との再堆積層と考えら

れる。調査区西側の埋没谷を中心に厚く、尾根上に近づくにしたがって薄くなる。近似した土を覆土と

する遺構は、埋没谷の頂部にあたる Z8""B6グリッド付近と調査区中ほどのD4""5グリッド付近に

比較的まとまってみられる。

IV層:やや粘性のある、機が混じる褐色土である。この土層の下位はやや粘性が強く、白色味を帯び

た黄褐色となる。その差は漸移的であり明確に区別できなかったため、同一層位として理解した。近似

した土を覆土とする遺構は尾根上のC5グリッドから E3""C4グリッド付近で比較的広汎に分布する。

V層:白っぽい風化礁が混ざった黄色粘土で、無遺物層である。 磯層 (VI層)に漸移的に移行する。

これらの層は、丘陵の基盤上位に当たる地山である。
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第18図竪穴住居跡SB6及び出土遺物

北のN-60-Eを指向する。住居の掘方内からは、小穴が4基検出されている。このうち南西側の小穴S

P 178は古代~中世の掘立柱建物 SB6に伴うものなので、他の P1・2・4が柱穴と判断される。 P1・

2聞は204側、 P1・4聞は198αnである。炉跡、貼床等、住居内の施設は確認されなかった。

遺物は覆土である黒色土から土器が出土している。

12は後期の壷口縁部である。口径14.0cm、残存高4.9cmを測る。胎土は撒密で径5mm以下の長石、樫色

粒子を多く含み、黄楼色によく焼きあがっている。調整方法は内外面とも摩滅が激しいため判然としな

いが、口縁部内面に貼り付けによる円形浮文が4ヵ所中2ヵ所に残害している。

13は後期の番目縁部である。残存高5.4cmを測る。胎土は徹密で径 1mm以下の砂粒を多く含み、櫨色に

よく焼きあがっている。外面を縦位方向のハケで調整したうえ、口唇部に刻目を施す。内面の調整は、

摩滅が激しいため明らかでない。

S B 7 (第四・ 20・32・47図)

C6グリッドで検出された、中期後半の隅丸方形を呈する竪穴住居である。覆土は褐色土と黒色土が

温じった土である。覆土中から床面にかけて大量の炭化物が混入していたことから、火災によって失わ

れたものと考えられる。西側から南側のプランは、耕作等によって翻られ不明確になっている。現存す

る規模は、縦3.68m、横4.14mを測り、主軸はN-150-Wを指向する。北東側には幅15'"'-30側、深さlOcm

程度の壁溝が確認された。炉は住居中央よりやや北によって造られている。住居の掘方内からは、小穴

が5基検出されている。このうち P1・5は主柱穴と判断され、その間隔は206cmを測る。住居内の南東

隅にある P3は、 P1・5に対して主柱穴となりうる頃合の位置に掘られているが、内部には14の壷に

16の聾が重ねられるかたちで埋め込まれていた。柱穴であれば、柱を引き抜いた後に入れたことになる。
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。 30cm 

したがって、住居が廃棄されたのち一部の部材が撤去さ

れた状態で焼失した可能性も考慮しなければならないだ

ろう。

遺物は、覆土と小穴P3から土器が出土している。

14はP3に埋められた状態で出土した、後期の壷体部

~底部である。底径6.1cm、胴部最大径16.7cm、残存高8.9

cmを測る。胎土は織密で径 1mm以下の砂粒を多く含み、

黄灰色を呈してよく焼きあがっている。外面の調整は摩

滅が激しいため明らかでないが、内面は板ナデが施され

る。底部には木葉痕が認められる。

15は覆土から出土した、中期後半の番口縁部である。

胎土は密で径5mm以下の砂粒を含んでおり、黄櫨色を呈

してよく焼きあがっている。内外面を板ケズリで、口縁

端部をナデ仕上げた後、口唇部に 5"'7mm間隔で刻みを

施している。なお、震部外面には木葉痕が認められる。

16はP3内に、 14の上に重なった状態で出土した後期

の聾である。口径16.4畑、胴部最大径15.9cm、残存高10.9

第20図 竪穴住居跡SB7内P3遺物出土状況 cmを測る。胎土は密で砂粒を多く含み、黄櫨色を呈して

よく焼きあがっている。内外面の調整は、摩滅が激しく

明らかでない。外面の所々に炭化物が付着している。

46は砂岩製の砥石・敵石である。完形であり主面部に砥面を持ち、端部に敵打痕が認められる。

133は泥岩製の打製石鍛で、基部が一部欠損する。縄文時代のもので、覆土中に混入したものと思われ

る。

S B 9 (第21図)

B5・C5グリッドで検出された、後期の楕円形を呈する竪穴住居である。覆土は黒色土である。西

側から南側にかけての肩部が失われている。規模は推定で縦4.96m、横3.77mを測り、主軸は柱穴の間

隔からN-350-Wを指向するものと思われる。東側の一部には幅22"'40cm、深さ15cm程度の壁溝が認めら

れた。住居の掘方内からは小穴が6基検出された。このうちのP1"'4が主柱穴と判断される。柱穴の

間隔は P1・2間が226cm、P4・3間が241cm、P1・4聞が200cm、P2・3間が222αnを測る。柱穴

で囲まれた矩形の空間の、やや北に寄った位置に炉が設けられている。

遺物は、覆土から土器が出土している。

18は後期の壷口縁部である。口径18.8cm、残存高5.3cmを測り、薄手で繊細なっくりをしている。胎士

は徹密で径2cm以下の長石を多く合み、黄櫨色を呈してよく焼きあがっている。軽く折り返された口唇

部の内面には円形浮文が認められる。体部内外面とも摩滅のため調整は明らかでない。

19は後期の壷口縁部である。口径16.4cm、残存高5.5cmを測る。胎土は徹密で径5mm以下の長石、径 I

阻以下の樫色粒子を多く含み、種色を呈しょく焼きあがっている。内外面とも摩滅のため調整は明らか

でない。

20は後期の壷である。口径は15.3cm、胴部最大径19.3cm、残存高17.9cmを測る。胎土は 1cm以下の長

石・礁を多く含み、浅黄櫨色を皇してよく焼きあがっている。頚部に 2本の平行沈線が認められる。体

部内外国とも摩滅のため調整は明らかでない。
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第23図竪穴住居跡S810出土遺物

S 810 (第22・23・52図)

D5グリッドで検出された、中期後半の楕円形を呈する竪穴住居である。覆土のほとんどは褐色土で

あるが、壁溝部分にだけ上位に黒色土が、下位に褐色土が入る。東側の調査区際にあたるため、プラン

の東側一部は検出されていない。規模は縦が現存5.34m、横が現春5.23mを測り、主軸はN-150-Wを指

向する。壁溝は幅30"-'50cm、深さ40cmの規模があり、検出されたプランにほぼ全周して認められた。住

居に伴う小穴は4基で、すべて主柱穴と判断される。柱穴の間隔は、 P1・2聞が264cm、P4・3聞が

280cm、P1・4聞が226cm、P2・3聞が204cmを測る。掘方の中央からやや北寄りに炉が設けられてい

る。貼床は検出されなかったが、住居内側方向に壁溝が立ち上がらないことからも、掘方底面を直接床

面としていた可能性が高い。

遺物は土器であり、 27が覆土の下位にあたる褐色土から、他は壁溝上位に堆積する黒色土から出土し

ている。

21 は中期後半の壷体部~底部である。底経は5.5cm、残存高8.0cmを i~U る。胎土は轍密で径 1 mm以下の

砂粒・長石・樺色粒子を含み、にぶい黄櫨色を呈してよく焼きあがっている。底部は中央が若干盛り上

がる上げ底状で、体部は底部から急に立ち上がる。体部下半に稜をもち屈折するが、ここに細いへラ状

工具による斜格子文が施される。調整方法は内外面ともには摩滅のため明らかでないが、おそらくミガ

キで仕上げられていると思われる。

22は中期後半の聾口縁部である。胎土は轍密で l醐以下の長石を少量含み、にぶい樟色を呈してよく

焼きあがっている。内外面ともにハケ調整され、口唇部は面取りされる。全体にすすけて炭化物が付着

している。

23は中期後半の聾口縁部である。残在高8.5cmを測る。胎土は轍密で径 1mm以下の樟色粒子、 2mm以下

の砂粒を多く含み、にぶい櫨色を呈してよく焼きあがっている。体部外面はハケ調整されるが、他の部

分は摩滅のため明らかでない。口唇部は面取りされる。口縁部外面には炭化物が付着している。

24は中期後半の聾口縁部である。残害高8.4cmを測る。胎土は轍密で径2醐以下の砂粒を多数含み、浅

黄穫色を呈してよく焼きあがっている。体部内外面はハケ調整が認められるが、他の部分は摩滅のため

明らかでない。口縁端部は面取りされ、 8阻前後の間隔で刻みが施される。外面は部分的に黒くすすけ

ている。
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第25図竪穴住居跡S811出土遺物

25は鉢口縁部片である。胎土は轍密で径 1mm 

以下の黒雲母・砂粒を多く含み、黄櫨色を呈し

てよく焼きあがっている。外面はナデの後LR

縄文が施される。内面は摩滅のため調整は明ら

かでない。口縁端部は面取りがされていると思

われる。

26は高坪である。胎土は撤密で径 1mm以下の

砂粒を多く、径 l醐以下の長石・樫色粒子を少量

含み、浅黄櫨色を呈してよく焼きあがっている。

27は縄文土器の底部である。底径は15.8cm、残存高1.7cmを測る。胎土は 2mm大の小礁を含み、黄褐色

を呈してよく焼きあがっている。

28は緑色凝灰岩製の肩平片刃石斧である。完形品であるがよく使い込まれており、刃部が使い減りし

てかなり短くなっている。大きさは長さ2.71cm、幅2.52cm、厚さ0.82cmを測る。

187は中粒砂岩製の打製石斧である。先端部にゆくほど丁寧に調整される。縄文時代のもので、覆土中

に混入したものと思われる。

S 811 (第24・25・33・47・50・53図)

C.D4グリッドで検出された、後期の四隅がやや張った円形を呈する竪穴住居である。炉跡が2基

検出されているため、 2時期にわたり拡張されていると思われる。覆土は黒色土で、切り合いがみられ

ないことから、検出された状態が最終形態と判断される。規模は縦が現存4.9m、横5.93mを測り、主軸

はN-190-Wを指向する。耕作等によって失われている南側以外には、幅15......，40cm、深さ15......，35cmを測る

壁溝がめぐっている。南東側には壁溝に連結する位置にN-670-Wへ伸び、る SD4がある。住居に接す

る状況は明らかではないが、住居からの排水機能を持つ溝であると思われる。住居の掘方内からは、小

穴が15基検出されており、このうちの P1・7・12・15が最終形態の主柱穴と判断される。柱穴の間隔

はP1・7間で365cm、P15・12間で、310cm、P1 • 15聞で250cm、P6・7間でお245cmを測り、東西方向

がほぼ同一であることがわかる。また、南側の P9は貯蔵穴の可能性がある。炉跡は中央やや北西より

に検出され、焼土の上には SB2と同様、二つに割れた上面が平らな長方形の石を配石としている。

これに先行する住居は、プランの南東側に検出された炉を中心とする P3・8・14を柱穴に用いたも

のである。これにより、従来の住居を北西側に拡張した上、主柱穴と炉を中央よりに造り替ていること

が分かる。柱穴の間隔は、 P3・14間で、285αn、P3・8間で335cmを測る。なお、この住居の覆土から

は他の住居跡に比べ土器片や石器が多く出土している。それに比べ復元できる個体が著しく少ないこと

は、廃棄後のくぼみが廃棄土坑として利用されたことを示唆しているのだろう。

遺物は、覆土から土器、石器、石製品が出土している。

29は縄文晩期に当たる大洞BC式に併行する深鉢の口縁部である。残存高は3.4cmを測る。胎土は石

英、長石を含み、外面がにぶい褐色、内面が明赤褐色を呈しよく焼きあがっている。内外面に条痕によ

る調整の後、口縁に沿う沈線区画の中に竹管による刺突を施す。 83と同一個体である。

30は壁溝の黒色土から出土した、後期の壷口縁部である。口径14.8cm、残存高2.5cmを測る。胎土は徹

密で 1"""'2mmの長石を含み、にぶい黄櫨色を呈してよく焼きあがっている。折り返し口縁をもち、口縁

内側に LR縄文、円形押庄文が施される。外面の調整は摩滅のため明らかでない。

49は、 Pllから出土した砂岩製の砥石である。被熱による破損が顕著で、、本来は倍以上の大きさであっ

たと思われる。
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第27図竪穴住居跡S812・13、溝SD5出土遺物

52は被熱する砂岩製の砥石である。 P12脇の床面に据え置いたかたちで出土した。表裏、両側辺に砥

面が認められるが、とくに正面が使い込まれている。磨製石斧の砥石であろうか。

55は大型で肩平な砂岩の自然礁を素材とした台石である。主面部に摩耗痕が認められる。西よりの床

面に据え置かれるかたちで出土している。

137はチャート製の石匙である。主に片面からの調整で仕上げられる。縄文時代のもので、覆土中に混

入したものと思われる。

199は細粒砂岩製の打製石斧である。基部は折れて失われている。表面には原磯面を残し、比較的広い

剥離面が目立つ。裏面は側縁からの丁寧な調整が加えられる。なお、一部に被熱した痕跡がある。縄文

時代のもので、覆土中に混入したものと思われる。

なお、これらのほかに肩平片刃石斧が出土しているが、細片のため図示できなかった。

S 812・13・18(第26・27・32・33・50図)

D.E3、D.E4グリッドで検出された、 SB 12・18は中期後半の楕円形、 SB 13は中期後半~末

の隅丸方形を呈する竪穴住居である。 SB 12はSB 18からの拡張、 SB 13はSB 12とSB 18が廃絶した

後にこれらの一部に重複するかたちで建てられたものとみられる。覆土は SB 12が褐色土、 SB 13が褐

色土と黒色土が混ざFった土、 SB 18は黄褐色土となる。

S B 18は西から南西側が耕作等によって削られて残害していない。覆土は黄褐色土である。平面形は

楕円形で、規模は残存部分で縦5.6m、横5.4mを測り、柱穴の位置から主軸はN-170-Wを指向すると思

われる。壁溝は幅30，.....，50cm、深さ28cmの規模で、北側から南西側にかけて検出された。壁溝の覆土は、

床面と考えられる掘方底面直上にある黄褐色土と同質であることから、 SB 12へ拡張する際に新たな床

面を造成するため一律に埋められたものと考えられる。この住居に伴う柱穴はP3・4・10が想定され

る。柱穴の間隔はP3・4聞で、240cm、P4・10間で、332cmを測る。炉跡は検出されなかった。

S B 12も西から南西側が耕作等によって削られて残存していない。覆土は褐色土を主体とするが、上

位に部分的に黒色土を含んでいる。平面形は楕円形で、規模は残存部分で縦8.48m、横6.75mを測り、

柱穴の位置から、主軸はN-200-Wを指向すると思われる。壁溝は幅29，.....，68cm、深さ45cm前後を測り、北

東側から南西側にかけて検出された。壁溝付近から SB 18の範囲にかけて褐色土が堆積しているが、壁

溝の立ち上がりが内側に観察できなかったため、掘方の底面と SB 18に入れられた黄褐色土の上面が床

面になっていたものと考えられる。この住居に伴う柱穴は P1 . 6が想定される。南側には該当する柱

穴はみられない。柱穴の間隔は P1・6聞で352cmを測る。炉跡は検出されなかった。
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第5表竪穴住居跡小穴計測表

遺構名 番号 グリッド 直径(cm) 深さ (cm) 遺構名 番号 グリッド 直径(cm) 深さ (cm)
SB2 P 1 A8 30 16 SBlO P 1 05 42x25 48 

P2 A8 30 12 P2 05 37x30 29 

P3 A8 22x 15 7 P3 05 45x40 38 

P4 A8 30 14 P4 05 40 35 

P5 A7 30x20 11 SB11 P 1 04 45x37 13 

P6 A7 27x22 27 P2 04 60x42 50 

P7 A7 28x23 17 P3 04 30x20 32 

P8 A7 35x30 20 P4 04 75x52 12 

P9 A7 35x30 39 P5 04 52x45 13 

PlO Z7 30x25 16 P6 04 40x30 25 

P11 Z8 28x23 5 P7 04 35 16 

P 12 Z8 30x25 17 P8 04 50x45 28 

P13 Z8 30 6 P9 04 62x50 9 

SB3 P2 A7 38x30 20 P 10 04 35 16 

P3 A7 103x85 11 P11 C4.04 45x20 19 

P4 A6 63x57 16 P 12 C4 50x30 24 

P5 A6 30x25 24 P 13 C4 47x25 25 

P6 A6 25 16 P 14 C4 42x25 11 

P7 A6 40 15 P 15 C4 45x35 15 

P8 A7 35x25 11 S B12 P8 04 40x27 16 

P9 A6 45 12 P9 04 20 11 

PlO A6 50 12 S B 13 PlO 04 40x30 12 
Pll A7 42x32 9 P11 03 30 15 

P12 A7 105 x 55 16 P 12 03 40x32 8 

P 13 A7 35 12 S BI4 P 1 03 25x20 13 

P14 A7 30 13 P2 03 25x20 13 
P 15 A7 120 x 90 12 P3 03 15 22 

SB4 P 1 C8 25 42 P4 C3 15 18 

P2 C8 20 15 P5 C3 20 12 

P3 C8 25x20 31 P6 03 20 15 

P4 C8 22x 17 18 S B 15 P 1 03 30 40 

P5 C8 25 x 15 25 P2 03 25 41 

SB5 P 1 C7 35x25 13 P3 C3 25 40 

P2 C7 22x 17 27 P4 C3 20 25 

P3 C7 50x30 13 P6 C3 42x32 9 

P4 C7 25x 15 25 P7 C3 42x27 11 

P5 C7 35x25 25 P8 03 25x20 7 

P6 C7 32x25 36 P9 03 35 11 

P7 C7 80x48 38 PlO C3 37x30 10 

SB6 P 1 C6 25x20 6 P11 C3 40 6 

P2 C6 22 23 S B 17 P5 03 37x30 22 

P4 C6 35x30 23 S B 18 P 1 E4 45x35 24 

SB7 P 1 C6 25 24 P2 E4 55x35 10 

P2 C6 35x30 11 P3 日4 30 27 

P3 C6 32x27 25 P4 04 45x30 15 

P4 C6 57x42 18 P5 04 45 17 

P5 C6 20 18 P6 04 60x40 22 

SB9 P 1 C5 60x35 13 P7 04 65x60 10 

P2 C5 72x55 14 S B19 P 1 07 50x25 16 

P3 C5 57X50 19 P2 06・07 27 9 

P4 C5 72x42 14 P3 06 35 41 

P5 C5 30x 12 6 P4 06 25 9 

P6 C5 50 10 
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と考えられる。いずれも

けた配置がなされていると見受けられる。

1._ 
くd

一雪，
e 

しヤ司、 や J 、，1.>"，.)，1_、
C0j7:t ~J 'j 7 こ (J) 、

t行

るよう

を

にある。 SH

るもの

ある。 SI-Il'-'~3 は互いに

あることから、SHl 2・づ

と考えられる。

SHlは、南に の側柱建設?で、棟方向はJ'J-780 
- Eを

は1，65rnを測る。北東隅にあたる

はSP が円形、イ也は楕円形である。

、ノ P
/，ょ

ニぞ主

三、チヂ
I~ 

58 

った。な



ヨ¥ n n re 
，:) 。

，:) 
SP148 

A 

A A' 

三____1三三三
宣言主主J L三三

。 2π1 
L=114.0m 

第39図掘立柱建物SH7

SH2は、桁行2問、梁行 1聞の側柱建物で、棟方向はN-820
- Eを指向する。規模は桁行2.6m、梁

行2.7mで、桁行の柱間間隔の平均は1.3mを測る。柱穴の形状は SP36・46が円形、他は楕円形である。

なお、 SP41・47はSH1の桁行の柱穴と重複する位置にあり、埋土も黒色土である。現地では双方の

建物の柱穴が重複していると考えたが、 SH2が南北に長い l間四方の建物であった可能性もある。

SH3は、南に面する桁行が2間の建物であり、棟方向はN-800
- Eを指向すると思われる。規模は桁

行2.8mで、柱間間隔の平均は1.4mを測る。柱穴の形状はいずれも円形である。北面の柱穴が調査区外

にあたり検出できなかったため梁行の規模は把握できないが、柱穴の大きさや深さなどから、おそらく

SH2と近似した規模の建物と考えられる。

S H4 (第36図)

B.C6グリッドで検出された南に面する 3間x1間の側柱建物で、棟方向はN-7T-Wを指向する。

規模は桁行4.5m、梁行2.15mで、桁行の柱間間隔の平均は1.47mを測る。柱穴の覆土は黒色土で、平面

形状はすべてほぼ円形である。

S H 5 (第37図)

D6グリッドで検出された東に面する 3間x1聞の側柱建物で、棟方向はN-140
- Eを指向する。この

建物だけが唯一南面しない。東面の北よりは調査区外のため、 2本分の柱穴が確認されていない。規模は

桁行5.1m、梁行2.7mで、柱間間隔の平均は1.7mを測る。柱穴の覆土は黒色土で、平面形状は円形である。
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第40図掘立柱建物SH8

S H 6 (第38図)

B.C4グリッドで検出された南に面する 3間x1聞の側柱建物で、棟方向はN-550-Wを指向する。

規模は桁行5.4m、梁行2.25mで¥桁行の柱間間隔の平均は1.8mを測る。柱穴の覆土は黒色土で、平面

形は SP 104・108・109が円形、他は楕円形である。

S H 7 (第39図)

A.B 7グリッドで検出された南に面する 3間x1聞の側柱建物であり、棟方向はN-770-Eを指向す

る。規模は桁行6.3m、梁行2.4mで、桁行の柱間間隔の平均は2.1mを測る。桁行南面の西から 2つめの

柱穴は確認できなかった。柱穴の覆土は黒色土であり、平面形は SP 125が楕円形、その他は円形である。

S H 8 (第40図)

E.F2グリッドで検出された南に面する 2間x1聞の側柱建物で、棟方向はN-720-Eを指向する。

規模は桁行3.6m、梁行2.6mで、桁行の柱間間隔の平均は1.8mを測る。柱穴の覆土は暗褐色土で、平面

形は SP 126・135が楕円形、他は円形である。

② 竪穴住居跡

S B 8 (第33・41図)

C6グリッドで検出された方形の土坑である。柱穴、炉跡は確認できなかったが、小型住居のため無
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第6表掘立柱建物跡柱穴計測表

遺 構 名 SP番号 グリッド 直径(仰) 深さ (cm) 覆 土 備考

SHl S P35 B8 36x22 24 2.5Y2/1 黒色土

S P38 B8 23 38 2.5Y2/1 黒色土

S P43 B8 33x26 16 2.5Y2/1 黒色土

S P45 B8 35x28 21 2.5Y2/1 黒色土

S P48 B8 40x33 20 2.5Y2/1 黒色土
-・・・・・・・------圃・-----幽圃副

SH1.SH2 S P41 B8 37x25 32 2.5Y2/1 黒色土

S P47 B8 31 x24 10 2.5Y2/1 黒色土
-・・・・・・・・・・・・ーー.圃.圃岨圃ーー

SH2 S P36 B8 24 37 lOYR3/3 暗褐色土

S P39 B8 24x20 30 10YR3/3 暗褐色土

S P44 B8 24x20 10 10YR3/3 暗褐色土

S P46 B8 23 15 10YR3/3 暗褐色土

SH3 S P37 B8 21 19 10YR3/3 暗褐色土

S P40 B8 18 13 lOYR3/3 暗褐色土

S P42 B8 20 10 lOYR3/3 暗褐色土

SH4 S P67 B6 27 25 2.5Y2/1 黒色土

S P68 C6 26 29 2.5Y2/1 黒色土

S P69 C6 26 28 2.5Y2/1 黒色土

S P70 B6 25 22 2.5Y2/1 黒色土

S P71 B6 25 16 2.5Y2/1 黒色土

SP72 C6 36 30 2.5Y2/1 黒色土

S P73 C6 30 30 2.5Y2/1 黒色土

S P 178 C6 29 20 2.5Y2/1 黒色土 SB6内

SH5 S P77 C6 34 14 2.5Y2/1 黒色土

S P 157 D6 28 48 2.5Y2/1 黒色土

S P 158 D6 30 31 2.5Y2/1 黒色土

S P 174 D6 27 30 2.5Y2/1 黒色士

S P 175 D6 26 13 2.5Y2/1 黒色土

S P 176 D6 34 53 2.5Y2/1 黒色土 S B 19内

SH6 S P 101 C4 38x34 38 2.5Y2/1 黒色土

S P102 C4 39x33 35 2.5Y2/1 黒色土

S P 103 C4 30x26 33 2.5Y2/1 黒色土

S P104 C4 32 51 2.5Y2/1 黒色土

S P106 B4 37x32 16 2.5Y2/1 黒色土

S P 107 C4 38x33 28 2.5Y2/1 黒色土

S P108 C4 30 19 2.5Y2/1 黒色土

S P 109 C4 34 24 2.5Y2/1 黒色土

SH7 S P25 A7 46 21 2.5Y2/1 黒色土

S P26 A7 46 40 2.5Y2/1 黒色土

S P28 A7 38 36 2.5Y2/1 黒色土

S P29 B7 32 32 2.5Y2/1 黒色土

S P 125 A7 42x34 21 2.5Y2/1 黒色土

S P 127 B7 40 19 2.5Y2/1 黒色土

S P 148 A7 40 37 2.5Y2/1 黒色土

SH8 S P 126 E2 37 18 10YR3/3 暗褐色土

S P 128 E2 29 13 lOYR3/3 暗褐色土

S P 130 E2 34 17 10YR3/3 暗褐色土

S P 131 E2 30x25 12 10YR3/3 暗褐色土

S P 133 E2 28 8 10YR3/3 稽褐色土

S P 135 E2 30 17 lOYR3/3 暗褐色土
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78は、 B4グリッドの黒色土下層から出土した中期と思われる深鉢胴部である。風化して表面が剥落

し、調整、文様は明らかでない。胎土は雲母、細砂、長石を含み、婿;赤色を呈しょく焼きあがっている。

79は、 A4グリッドの黒色土層から出土した中期初頭と思われる深鉢口縁部である。外面には連続す

る爪形文を少なくとも 2段にわたって付けている。胎土は長石、石英、雲母を含み、明褐色を呈しよく

焼きあがる。

80は、 A7グリッドの褐色土から出土した中期の深鉢体部である。ヘラ状工具の刺突による縦位の細

かな刻みを連続してつけた下位に、葉線状の沈線を施す。胎土は直径1.5阻前後の砂粒と石英を含み、灰

黄褐色~褐色を呈しよく焼きあがっている。

81は、 C5グリッドの楼黄色層の直上から出土した後期の深鉢体部である。無文であり、斜位の擦痕

が施される。胎土は細砂を多量に含み、黒褐色~黄褐色を呈してよく焼きあがっている。

82は、 C7グリッドの褐色土から出土した晩期と思われる深鉢体部である。幅5mm程度の沈線区画中

を縄文で埋める。胎土は石英。長石を含み、黒褐色~にぶ、い黄褐色を呈してよく焼きあがっている。

83はB3グリッドの黒色土から出土した晩期の大洞BC式併行期の深鉢口縁部である。口縁に沿う 2

条の沈線区画の問を竹管による 2列の連続した刺突で埋め、口縁部以下の内外面に横位と斜位の条痕を

施す。胎土は長石、細砂を含み、にぶい赤褐色を呈しよく焼きあがる。 SBll出土の26(第25図)と同

一個体である。

84は、 C6グリッドの褐色土から出土した晩期の大洞BC式併行期の深鉢口縁部である。口唇部に平

行する沈線を施した下位に、さらに長方形状の沈線区画を設け、内側に縄文を施す。胎土は長石、雲母、

細砂を含み、にぶい黄褐色を呈してよく焼きあがっている。

石器・石製品(第47"'58図125"'130、132、134"'136、138'"144、158'"170、172'"186、190"'193、

195"'198、200"'207)

打製石斧(158'"170、172'"186、190'"1旬、 195"'198、200"'207)

ほとんどがBグリッド列の埋没谷の暗褐色土層から出土した。後・晩期を主体とするものと思われる。

完形品は10点で、イ也は基部の欠損、基部や刃部の断片である。泥岩、凝灰岩、頁岩、砂岩が用いられ、

泥岩の比率が他よりも多い。原磯面を残す例が多いことから、周囲で採集できる自然礁の表面を打ち欠

いて得た剥片を素材として用いていることがわかる。

これらは形態と調整方法から、①短冊形を呈し、両面の側縁から細かな調整を加え片面に原醗面を残

すもの(158'"170、172"'174、179、180)、@援形を呈し、両面の側縁から細かな調整を加え片面に原磯

面を残すもの(175'"178)、③短冊形~円形を呈し、片面の側縁から細かい調整を加え片面に原磯面のす

べてを残すもの(181'"185)、④短冊形を呈し、側縁からの広い剥離により原磯面をほとんどあるいはす

べて取り去った後、側縁に細かい調整を加えるもの(186、190"'198、200、201)、⑤援形を呈し、側縁

からの広い剥離により原磯面をほとんどあるいはすべて取り去った後側縁に細かい調整を加えるもの

(202"'205、207)、@分銅形を呈し側縁からの広い剥離により原磯面をほとんどあるいはすべて取り去っ

た後側縁に細かい調整を加えるもの (206)がある。形態的には短冊形を呈するものがもっとも普遍的に

用いられている。

もっとも大きなものは180であり、もっとも小さなものは158、179、198などである。大きなものは使

用に応じて刃部を再調整しながら次第に小さくなってゆくものと思われる。

石錐(143、144)

いずれも B3グリッドの黒色土層から出土した打製石錐である。石材は143が凝灰岩、 144がチャート

である。 143はほぼ完形で、刃部に微細剥離痕が見られ、先端が摩耗している。 144は刃部が折れて失わ

れている。
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石匙(136、l38"-'142) 

すべてBグリッド列の埋没谷の土層から出土している。石材はすべて凝灰岩である。縦形が2点、横

形が4点であり、うち 3点が完形品である。 141は被熱しており表面に原磯面を広く残す。刃部に使用痕

と思われる擦痕が無数に付く。

打製石鯨(125"-'130、132、134、135)

ほとんどがBグリッド列の埋没谷の土層から出土している。石材は凝灰岩を用いる例が多いが、泥岩、

チャート、黒曜石も少量用いられる。形態のわかるものはすべて凹基式で、 5点が完形品である。 129は

両面の中央部に島状の癌がある。 127のみが長さ3.71cm、重量2.90gと細身で長く大型である。 128は薄

い剥片の両側縁に細かな剥離を加えることによって形作られる。

スクレイパー(145"-'147、149"-'154) 

ほとんどがBグリッド列の埋没谷の土層から出土している。石材は泥岩、チャート、頁岩が用いられ

る。縦長剥片の側縁に細かな調整を施して刃部を形作るものが主体である。

石錘 (208，，-，230)

出土した石器の中で最も数が多く、 23点、を図化して掲載した。ほとんどがBグリッド列の埋没谷を中

心とする位置の黒色土あるいは暗褐色土から出土した。石材は泥岩もしくは砂岩の肩平な楕円形の礁を

素材とし、その両端を打ち欠いて形作る。ほとんどが50g以下の軽いものであり、最大は217の77.5gと

なる。

② 弥生時代の遺物

弥生時代の遺物は、石器が主体である。住居と同時期の中期後半~後期のものと考えられる

磨製石鍛(第48図155、156)

155はZ7グリッドの黒色土から出土した。石材は緑色凝灰岩である。凹基式で、ほぼ完形である。基

部には未貫通であるが、穿孔の痕が両面ともに 2ヶ所ずつあり、有孔磨製石錬といえる。長さは5.17cm、

幅2.32cm、厚さ0.35cm、重さ4.58gである。

156はB7グリッドの暗褐色土から出土した。石材は泥岩で、扶りを入れることにより基部を作り出す。

塵製石斧(第48図157)

157はB2グリッドの暗褐色土層から出土した泥岩製の短冊形の磨製石斧である。基部が欠損してい

る。長さ6.71cm、幅4.94cm、厚さ0.99cmである。

敵石(第57・58図231"-'238) 

B4・5グリッドの暗褐色土から出土した。石材はすべて砂岩であり、楕円状、肩平楕円状、円状の

磯素材に分類できる。 231は主面部に敵打痕の集中が見られ、側面にも敵打痕が認められる。 232は端部

及び周縁部に敵打痕が認められた。 233、234は主面部に敵打痕の集中が見られる。 235は上下端に敵打痕

が認められる。 236"-'238は敵打痕が観察されないが、形状や大きさから敵石の素材とし、ここで取り扱

うこととした。

③ 古墳時代~古代の遺物

古墳時代の遺物は須恵器である。 7世紀後半のものと思われる杯蓋 (85)やフラスコ型瓶 (91)が該

当する。古代の遺物は、須恵器と灰粕陶器、土師器 (86，，-，89、92"-'96)である。須恵器は湖西産と思わ

れるもので8世紀代が主体となり、杯蓋、杯身、双耳杯、聴、長頚瓶、聾などがある。土師器は杯であ

り、須恵器と同様に 8世紀代にあたる。灰柚陶器は長頚瓶 (90)がこれにあたり、 9世紀後半のものと

思われる。
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85は、 B6.7グリッドの黒色土層から出土した湖西産

と思われる須恵器の坪蓋である。全体的に回転台によるナ

デで整形され、紐と受部は貼り付けられる。上面に自然紬

がかかるため、紐の周りのへラ削りは観察できない。胎土

は撒密で、微細な長石粒と鉄分が含まれ、表面に黒色の鉄

分の吹き出しが多く現れる。硬質で灰褐色に焼きあがる。

86は、 B7グリッドの黒色土層から出土した湖西産と思

われる須恵器の杯蓋である。全体的に回転台によるナデで

整形される。口唇部のかえりは顕著ではない。頂部と鉦は

失われている。胎土は轍密で、微細な長石粒と鉄分が含ま

れ、表面に黒色の鉄分の吹き出しが多く現れる。硬質で灰

褐色に焼きあがる。

87はZ6グリッド、 88はZ8グリッドの黒色土層から出

土した土師器の杯である。両者ともに近似した形状で、全

体的にナデで整形される。胎土はきわめて目が細かく、赤

色粒子を含むほかは含有物がない。硬質で淡い褐色に焼き

あがる。

89は、 B8グリッドの黒色土から出土した湖西産と思わ

れる須恵器の長頚瓶である。全体的に回転台によるナデで

整形される。

90は、 C7グリッドの褐色土から出土した灰紬陶器の長

頚瓶の脚部である。外面には自然紬がかかり、下位にへラ

状工具を用いて段を付ける。内面には輪積み痕が残り、端

部には浅い沈線状のくぼみが廻る。胎土は轍密で微細な長

石粒と鉄分が含まれ、表面に黒色の鉄分の吹き出しが多く

現れる。硬質で灰色に焼きあがる。

91は、 B7グリッドの黒色土・褐色土から出土した湖西

産と思われる須恵器のフラスコ型瓶である。ナデで整形さ

れた後、端部のみを回転へラ削りで調整する。胎土は轍密

で、微細な長石粒と鉄分が含まれ、表面に黒色の鉄分の吹

き出しが多く現れる。硬質で灰褐色に焼きあがる。

92は、 B5グリッドの黒色土から出土した須恵器双耳杯

の耳である。杯の体部に、ヘラ状工具で面取りされた板状

の突起を貼り付ける。胎土は徹密で微細な長石粒が多く含

まれる。硬質で暗灰色に焼きあがる。

93は、 B8グリッドの褐色土から出土した、躍の体部で

ある。体部の過半を回転ヘラ削りで調整した後、注目部を

ナデて貼り付ける。注口は、外面から棒状の工具を用いて

穿孔しているため、内部に若干の粘土がはみ出している。

胎土は徹密で、微細な長石粒が多く含まれる。硬質で暗灰

色に焼きあがる。
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94は、 A7グリッドの黒色土から出土した、湖西産と思われる須恵器の聾口縁部である。全体的にナ

デで整形される。口唇部には縁帯が貼り付けられる。また、内面には薄く自然柚がかかる。胎土は撤密

で、長石と鉄分が合まれ、表面に黒色の鉄分の吹き出しが多く現れる。硬質で暗灰色に焼きあがる。

95は、 C8グリッドの褐色土から出土した、湖西産と思われる須恵器の聾口縁部である。全体的にナ

デで整形された後、上位に 2条の平行する沈線を、下位に 2種の敵き呉を軽くあてがうことによる羽状

の庄痕を付ける。胎土は徹密で¥長石と鉄分が含まれ、表面に黒色の鉄分の吹き出しが多く現れる。硬

質で暗灰色に焼きあがる。

96は、 B7グリッドの黒色土・褐色土から出土した湖西産と思われる須恵器の聾口縁部である。全体

的にナデで整形された後、半ばと思われる位置に I条の沈線を付ける。口唇部は斜め内側に挽き出され、

外面に縁帯を貼り付ける。胎土は轍密で、長石と鉄分が含まれ、表面に黒色の鉄分の吹き出しが現れる。

硬質で灰色に焼きあがる。なお、外面には黒色に発色する鬼板が掛けられる。

97は、確認調査で出土した湖西産と思われる須恵器の杯身である。高台径は11.Ocmを測る。底部を回

転へラ削で平滑に整えた後、丁寧なナデにより高台を貼り付ける。体部内面は回転ナデ調整で仕上げら

れている。胎土は 1mm以下の長石を微量に含み、硬質で灰黄色に焼きあがる。

④ 中世の遺物

中世の遺物は前期の山茶椀類を主体とするものであり、 C4'"'-'Z7グリッドにかけて濃密に分布する。

これらは近在する横岡窯で焼成されたものと思われ、 E期-1・2(13世紀半ば前後)を中心とする。灰

色~青灰色を呈し硬質に焼きあがるものと、浅黄楼色を呈してやや軟質に焼きあがるものの 2種がある。

特に後者はこれまで「生焼け」と称されてきた一群であるが、今回のように集落遺跡から小皿を主体に

一定量が出土していることは、生産段階で土師質を指向した焼成状態であったことを示唆している。両

者の出土位置は第44図に示したようにほぼ重複しており、各々が特に別の位置で使用された形跡はない。

98はA6グリッドの黒色土から出土した小皿である。口径7.9cm、窟径4.5cm、器高1.6cmを測る。内外

面をナデ調整により、直線的に立ち上げる。底部は回転糸切り未調整である。胎土は撤密で微量の種色

粒子を含み、浅黄櫨色を呈してやや軟質に焼きあがる。

99はB2グリッドの黒色土から出土した小皿である。口径7.7cm、底径3.2cm、器高1.6cmを測る。体部

内外面をナデ調整により、やや内湾気味に立ち上げる。内面底部は意図的に丸く膨らめられている。底

部は回転糸切り未調整である。胎土は徹密で微量の樫色粒子を含み、浅黄櫨色を呈してやや軟質に焼き

あがる。

100は、確認調査で出土した小皿である。底径は4.5cmを測る。外面は過半から口縁にかけて強いナデ

が施されるため、体部外面中位に明瞭な稜が生じている。底部は回転糸切り未調整である。胎土は徹密

で、微細な長石粒と鉄分を含み、灰色を呈し硬質に焼きあがる。

101は、 Z7グリッドの黒色土から出土した小血である。口径6.4cm、底径3.1cm、器高2.0cmを測る。

体部内外面をナデ調整により、やや内湾気味に立ち上げる。底部は回転糸切り未調整である。胎土は織

密で少量の櫨色粒子、長石を含み、浅黄櫨色を呈してやや軟質に焼きあがる。

102は、 A6グリッドの黒色土から出土した小皿でおる。口径8.5cm、底径4.9cm、器高2.0cmを測る。

体部内外面をナデ調整により、体部をいったん横方自に挽き出した後、口唇部にかけて直線状に立ち上

げる。底部は回転糸切り未調整であり、糸によって巻き込まれた紐状の粘土が付着する。胎土は燈色粒

子を含み、樫色を呈してやや軟質に焼きあがる。

103は、確認調査で出土した小皿である。口径7.8側、底径5.1cm、器高1.5cmを測る。体部の内外面を

回転ナデ調整により、やや内湾気味に立ち上げる。底部は回転糸切り未調整である。胎土は 1mm以下の
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長石、赤色粒子を微量に合み、樫色を呈してやや軟質に焼きあがる。

104は、確認調査で出土した小皿で、ある。径7.5cm、底径4.0側、器高1.3cmを測る。きわめて扇平で、

体部の内外面を回転ナデ調整により車線的に立ち上げる。底部は回転糸切り未調整である。胎土は 2rnm

以下の赤色粒子、微砂粒を含み、にぶい種色を呈しやや軟質に焼きあがる。

105は、確認調査で出土した小皿である。口径8.3cm、底径4.3cm、器高2.1cmを測る。体部の内外面を

回転ナデ調整により直線的に立ち上げる。底部は回転糸切り未調整である。胎土は轍密で 1mm以下の鉄

分を少量含み、吹き出しが多く認められる。灰色を呈し、硬質に焼きあがる。口縁部を中心に自然紬が

かかる。

106は、確認調査で出土した山茶椀である。高台径は5.3cmを測る。体部内外面は回転ナデ調整により

整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整されるほかは、糸切り未調整である。高台は

断面が丸みを帯びた逆三角形状で、端部には籾殻痕が認められる。胎士は轍密で、やや青みを帯びた灰

色を呈し硬質に焼きあがる。なお、内面は見込みの一部を除いてほとんど磨り減らない。

107は、確認調査で出土した山茶椀である。高台径は5.8cmを測る。体部内外面は回転ナデ調整により

整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整されるほかは、糸切り未調整である。高台は

断面が丸みを帯びた逆三角形状で、端部にはスノコ状圧痕が認められる。胎土は徹密で、黄灰色を呈し

硬質に焼きあがる。なお、内面は磨り減らない。

108は、確認調査で出土した山茶椀である。高台径は7.2cmを測る。体部内外面は回転ナデ調整により

整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整されるほかは、糸切り未調整である。高台は

断面逆三角形状で、端部を砥石で面取りする。胎土は徹密で、 4mm大の小磯が微量混ざり、にぶい褐色

を皐し硬質に焼きあがる。内面は見込み部分が摩滅する上、煤状の黒い付着物が認められる。

109は、確認調査で出土した山茶椀である。高台径は7.2αnを測る。体部内外面は回転ナデ調整により

整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整されるほかも軽くナデられる。高台は低くつ

ぶれた幅広の付高台で、端部にはスノコ状圧痕が認められる。胎土は轍密で、 3rnm大の磯を含み、灰色

を呈し硬質に焼きあがる。内面は見込み中央部が摩滅する。

110は、確認調査で出土した山茶椀である。高台径は7.2cmを測る。体部内外面は回転ナデ調整により

整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整される。断面逆三角形状の付高台の端部には、

圧痕はみられない。胎土は轍密で、 2rnm大の小礁が微量混じり、灰黄褐色を呈して硬質に焼きあがる。

111は、確認調査で出土した山茶椀である。高台径は7.2cmを測る。体部の内外面は回転ナデ調整によ

り整形される。高台は断面逆三角形の付高台であり、端部にはスノコ状圧痕が認められる。胎土は織密

で、 lrnm以下の長石を含み、黄灰色を呈し硬質に焼きあがる。

112は、 E2グリッドの褐色土から出土した山茶椀である。高台径は6.4αnを測る。体部内外面は回転

ナデ調整により整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整されるほかは、糸切り未調整

である。高台は断面逆三角形状で、端部にはスノコ状圧痕が認められる。胎土は轍密で、微細な長石粒

を多く含み、灰色を呈し硬質に焼きあがる。内面は直径 1cm程度の嬉状の粘土塊が付着するが、見込の

一部が摩滅する。

113は、 Z7グリッドの黒色土から出土した山茶椀である。高台径は7.4cmを測る。体部内外面は回転

ナデ調整により整形され、底部内面は高台際が貼り付けに伴ってナデ調整されるほかは、糸切り未調整

である。高台は断面逆三角形状である。胎土は轍密で、直径5mm程度の小礁を含み、灰色を呈し硬質に

焼きあがる。内面は見込の一部が摩滅する。なお、割れ口の底部付近には、器厚のほぼ半ばに接合痕が

観察される。このことは、体部がひとつの粘土塊から挽き出されたのではなく、回転台上に据え置かれ

た粘土に異なる粘土を継いだ上で整形されたことを示している。また、底部外面には墨書が施されるが、
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第7表 出土遺物観察表(土器・陶器1)

番号 挿号図番 版号図番 出土位置 区画 種別 器種 時期 色調 胎土 残存率
口径 底径 器高

備考
(叩) (叩) (叩)

1111 SF9 C4 縄文土器 i栗鉢 中期後半 7.5YR4/2灰褐色
長石、石英、砂粒、燈色粒

底部欠損 15.5 竹管文 RL縄文
褐色土 子含む

2114 S B 1 Z8 弥生土器 査 中期後半 2.5Y6/4にぶい黄色 砂粒、小豆色粒子含む
肩部わずかに

褐色土 残存

3114 SB2 A8 弥生土器 壷 中期後半 5Y4/1灰色 後色粒子、砂粒含む
底部約1/3 (5.4) 

黒色土 残存

4114 SB2 Z7 弥生土器 重量 中期後半 10YR4/2灰黄褐色 燈色粒子多数含む
口縁~体中位

(13.7) く の字小 型
暗褐色土 1/8残存

6116 SB4 C8 弥生土器 壷 中期後半 lOYR5/3にぶい黄褐色
黒色粒子・長石・黒雲母多 屑部わずかに 櫛描円孤文円形

黒色土 数合む 残存 浮文

7116 SB4 C8 弥生土器 壷 中期後半 2. 5Y7/2灰黄色 小様、長石多数含む
体部約1/8残

黒色士 存

8116 SB4 C8 弥生土器 蜜 中期後半 lOYR5/3にぶい黄褐色 長石、燈色粒子多数含む
口縁~体上半

くの字刻目
黒色土 1/7残存

9117 SB5 C7 弥生土器 壷 後期 7.5YR8/8黄燈色 長石、砂粒、援色粒子含む 約1/4残存 (17.8) 羽状 縄文結節縄

黒色土 文

10117 SB5 C7 弥生土器 壷 後期 10YR7/6明黄褐色 砂粒、積色粒子多数含む
周部わずかに

黒色土 残存

SB5 
密径 1醐以下の砂粒径

肩部わずかに 羽状 縄文円 形浮
11117 

黒色土
C7 弥生土器 壷 後期 10YR7/4にぷい黄櫨色 0.1醐以下の燈色粒子多数

残存 文跡つ
含む

12118 SB6 C6 弥生土器 査 後期 7.5YR8/8黄櫨色
密径5mm以下の長石・燈 口縁部1/4残

(14.0) 円形浮文
黒色土 色粒子多数含む 存

13118 SB6 C6 弥生土器 窪 後期 7. 5YR7/6櫨色
密 径1阻以下の砂粒多数 口縁部わずか

くの字 却j目
黒色土 合む に残存

SB7 P3 
密径 1mm以下の砂粒多数 胴下半~底部 胴部最大径(16.7)

14119 黒色土 C6 弥生土器 査 後期 2.5Y5/1黄灰色 6.1 
褐色土

合む 約3/4残存 木葉痕

SB7 
口縁部わずか

15119 黒色土 C6 弥生土器 墾 中期後半 10YR6/3にぶい黄援色 密径5醐以下の砂粒含む 刻目

褐色士
に残存

SB7 P3 口縁わずか、

16119 黒色士 C6 弥生土器 墾 後期 10YR6/4にぶい黄後色 密砂粒多数含む 胴 上半約1/4(16.4) 胴部最大径(15.9)
褐色土 残存

17141 SB8 C6 土師器 喜富 7.5YR8/6浅黄機色 密樟色粒子含む
口縁部わずか

(16.8) 
暗褐色土 に残存

18118 SB9 C5 弥生土器 壷 後期 7. 5YR7/8黄燈色
密径2cm以下の長石多数 口縁部約1/4

(18.8) 円形浮文簿手
黒色土 含む 残容

19118 SB9 C5 弥生土器 査 後期 7. 5YR7/6燈色
密 径5醐以下の長石多数 口縁~頭部約

(16.4) 薄手
黒色土 径 1阻以下の桜色粒子合む 1/4残存

口縁~頚部約
20118 SB9 C5 弥生土器 壷 後期 7.5YR8/6浅黄燈色

密径l叩以下の長石多数 1/2 体中位 15.3 
頚部に沈線2本有

黒色土 径 lcm以下の磯含む 3/4残存
りつ

21123 S Bl0 05 弥生土器 壷 中期後半 lOYR7/4にぶい黄燈色
密径 l醐以下の砂粒・長 体中位~底部 (5.5) 斜格子あげ底

黒色士 石・讃色粒子含む 約1/8残存

22123 S Bl0 
05 弥生土器 翠 中期後半 7. 5YR7/4にぶい援色

密 径I皿以下の長石少量 口縁部わずか
炭化物付着

黒色土 合む に残存

23123 S Bl0 04 
弥生土器 聾 中期後半 7.5YR7/4にぶい棒色

密径l醐以下の援色粒子 口縁部わずか
炭化物付着

黒色土 05 径 2醐以下の砂粒多数合む に残存

24123 SBlO 05 弥生土器 垂主 中期後半 7.5YR8/4浅黄櫨色
密径2醐以下の砂粒多数 口縁部わずか

刻白 炭化物付着
黒色上 合む に残存

25123 S Bl0 05 弥生土器 鉢 中期後半 lOYR8/6黄燈色
密径 1mm以下の黒雲母・ 口縁部わずか LR縄文

黒色土 li'J粒多数合む に残存

S B 10 
密径l醐以下の砂粒多数

接合部わずか
26123 

黒色土
05 弥生土器 高杯 中期後半 7.5YR8/6浅黄積色 径 I醐以下の長石・樟色粒

に残存
子少数合む

27123 S Bl0 05 縄文土器 不明 不明 10YR5/3にぷい黄褐色 2醐大の磯含む
底部~服部底

(15.8) 
褐色土 部約1/10残存

SB11 内面2.5YR5/6明赤褐色

29125 
黒色土

04 縄文土器 深鉢 晩期 外面7.5YR5/4にぶい褐 石英園長石含む 口縁部 83と同一個体

色

SB11壁構内
密 径1皿以下の機色粒子

口縁部約1/3 LR縄文円形抑
30125 

黒色士
04 弥生土器 壷 後期 lOYR7/4にぶい黄櫨色 わずか径 1~2阻の長石

残存
(14.8) 

圧文?
合む

S BI2 密 径O.lmm以下の石英径
ロ縁部わずか

31127 
黒色土

04 弥生土器 護 中期後半 5YR8/4浅種色 l剛以下の権色粒子・小豆
に残存

刻m
色粒子を含む

32127 S B 12 04 弥生土器 壷 中期後半 7.5YR8/6浅黄櫨色
密径l醐以下の砂粒・燈 潤部わずかに

黒色土 色粒子含む 残存

33127 S B 13 04 弥生土器 蜜 中期後半 lOYR6/3にぶい黄援色
密 径 l醐以下の燈色粒 ロ縁部わずか

刻目
黒色土 子・砂粒含む に残存

34127 S B13 03 弥生土器 壷 中期後半 5YR7/8燈色
密 径4剛以下の長石 屑部わずかに

黒色士 径 l醐以下の砂粒含む 残存

35127 S B 13 04 弥生土器 壷 中期後半 10YR5/3にぶい黄褐色
密径I皿以下の長石・砂

底部のみ完形 5.6 あげ底
黒色土 粒含む

36127 S 005 E4 
縄文土器 深鉢 不明 2.5YR5/6明赤褐色 石英雲母長石 含む 底部 (6.7) • 5 

S B15 
隆帯つ有り櫛 車

38129 黒色土 03 弥生土器 壷 中期後半 lOYR7/6明黄褐色 密 径5醐以下の長石含む 頚部1/2残存

褐色土
突文
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第8表出土遺物観察表(土器・陶器2)

号番 挿図番号 版図番号 出土位置 区画 種別 器種 時期 色調 胎土 残存率
口径 底径 器高

備考
(叩) (叩) (叩)

S B15 
密 径5醐以下の長石多数 口縁部わずか

39129 黒色土 C3 弥生土器 査 後期 7.5YR8/6浅黄櫨色
含む に残存

棒状浮文
褐色土

S B15 
肩部わずかに

40129 黒色土 D3 弥生土器 壷 後期 7.5YR7/6澄色 密 径l皿以下の砂粒多数
残存

RL縄文
褐色土

S B15 
C3 体部下半~底41129 黒色土
D3 

弥生土器 蜜 後期 10YR7/4にぶい黄燈色 密径5醐以下の小磯含む
部約2/3残存

9.5 1同部最大径(22.6)
褐色土

S B15 
密径l醐以下の砂粒多数 口縁わずか

42129 黒色土 D3 弥生土器 墾 後期 7.5YR8/6浅黄燈色 (16.8) 胴部最大径(21.0) 
褐色土

径 1皿以下の援色粒子含む 体部1/2残存

S B15 
密径3皿以下の砂粒多数 口縁部わずか

43129 黒色土 D3 弥生土器 喜重 後期 7.5YR7/4にぶい櫨色 刻日
褐色土

合む に残存

口縁~体上半
~J!ヨ外面体上半

44130 
S B16 C4 

弥生土器 蜜 後期 7.5YR7/4にぷい援色
密 径l醐以下の砂粒多く

1/4 体下半 (15.5) と内面体下半のー
賛褐色土 D4 合む 部に炭化物付着か

ほぽ完形
胴部最大径(17.1) 

45130 
S B16 C4 

弥生土器 墾 後期 7.5YR7/6糧色 密 径lmm以下の砂粒多数
台部約1/2残 (7.6) 

黄褐色土 D4 存

59142 S P181 
A7 灰粕陶器 椀 10YR6/3にぶい黄様色 径 3醐大の磯含む 約3/4残存 14.6 (6.8) 5.0 蔵骨器60の蓋

黄褐色土

60142 
S P181 

A7 灰穂陶器 壷 5Y7/1灰白色 密 径1cmの小磯含む 完形 8.7 6.4 13.4 
蔵 骨 器胴部 最 大

黄褐色土 径10.7 糸切り痕

口縁部~体下 底部糸切り痕残存
61143 暗褐色土 D4 山茶椀類 山茶椀 5Y6/1灰色 黒色粒子含む紋密 部1/2残存 (6.0) 高台端部にスノコ

底部完形 状庄痕籾殻痕

体部一部残存

62143 SD8 
D3 山茶椀類 山茶椀 10Y6/1灰色 長石含む炭化物付着

底部1/2弱残 (4.0) 底部糸切り痕残存
階褐色土 存 高台部

1/3残存

口縁部1/2弱

63143 SD8 
D3 山茶椀類 小皿 5Y6/2灰オリープ色 長石含む

残存体部ー
7.05 3.9 1.7 底部糸切り痕残存

暗褐色土 部残存底部
ほぽ完形

64145 黒色土下層 B5 縄文土器 深鉢 中期 5YR4/6赤褐色 雲母を多量に含む
口縁部一部残

風化している
存

65145 黒色土 A6 縄文土器 深鉢 中期 10YR7/3にぶい黄燈色 長石細砂含む 口縁部
五領ヶ台式併行
北裏C式

66145 黒色土上層 B2 縄文土器 深鉢 中期 5YR4/6赤褐色 細砂、長石含む
ロ縁部部残

五領ヶ台式併行
存

67145 暗褐色土 B3 縄文土器 深鉢 中期 7.5YR6/4にぶい桜色 石英長石含む 口縁部 五領ヶ台式併行

68145 黒色土下層 B4 縄文土器 深鉢 中期 7.5YR3/4暗褐色 長石、雲母、石英含む
ロ縁部一部残

風化する
存

69145 黒色土下層 B4 縄文土器 深鉢 中期
内面7.5YR4/6褐色

長石、細砂含む
口縁 部部 残

風化する
外面5YR4/6赤褐色 存

70145 黒色土 A5 縄文土器 深鉢 中期~ 5YR5/4にぶい赤褐色 長百合む 口縁部

71145 暗褐色士 B5 縄文土器 深鉢 中期末 7.5YR4/4褐色 長石含む 口縁部

72145 陪褐色土 B5 縄文土器 深鉢 中期初頭 2.5YR4/3にぶい赤褐色 石英雲母長石含む 口縁部

73145 T7-1 縄文土器 深鉢 中期 5YR5/6明赤褐色 径2阻以下の長石含む 口縁部破片 五領ヶ台式併行

74145 暗褐色土 B3 縄文土器 深鉢 中期 7.5YR5/4にぶい褐色 お英雲母長石含む 口縁部

75145 精褐色士 百4縄文土器 深鉢 中期 7.5YR4/2灰褐色 石英雲母長石含む 口縁部 五領ヶ台式併行

76145 黒色土 B5 縄文土器 深鉢 後期~晩期 10YR5/2にぶい黄褐色 2聞大の細砂含む 擦痕を斜位に施す

77145 黒色土下層 B4 縄文土器 深鉢 中期 5YR4/6赤褐色 長石、細砂含む 風化する

78145 黒色土下層 B4 縄文土器 深鉢 中期 5YR3/4暗赤褐色 雲母、細砂、長石含む
風化により文様不
明

79145 黒色土 A4 縄文土器 深鉢 中期初頭 7.5YR5/6明褐色 長石、石英、雲母含む
口縁部一部残 連続爪形を付けて
存 いる

80145 褐色土 A7 縄文土器 深鉢 中期
内面IOYR4/2灰賛褐色

1.5皿大の細砂、石英含む
刺突と沈線を付け

外面7.5YR4/4褐色 る

内面10YR6/4にぶい黄
細砂多量に含む 3聞大の 無文で擦痕を斜位

81145 燈黄色土直上 C5 縄文土器 深鉢 後期 権 色 外 商2.5Y3/1黒
磯含む に施す

縄色

内面IOYR5/3にぶい貧
沈線(幅 5醐)で区

82145 褐色土 C7 縄文土器 深鉢 娩期 褐 色 外 面10YR3/1黒 石英、長石含む
画している

褐色

83145 黒色土 B3 縄文土器 深鉢 晩期 2.5YR4/4にぶい赤褐色 長石細砂含む ロ縁部
大洞BC式併行
29と同一個体

84145 褐色土 C6 縄文土器 深鉢 晩期 IOYR5/4にぶい黄褐色 長石、雲母、細砂含む
口縁部一部残

大洞BC式併行
存

口縁部1/8残

85145 黒色土
B6 

須恵器 蓋
2.5Y6/1黄灰色粕

黒斑有り
存体 部 1/3(10.8) 1.9 

B7 5Y4/2灰オリーブ色 残存摘みほ
ぼ完形

外商10YR6/3にぷい黄
口縁部~体部86145 黒色土 B7 須恵器 蓋 燈 色 内 面IOYR6/2灰 黒色、白色粒子含む鰍密
1/5残存

(11. 2) 
黄褐色

87145 黒色土 Z6 土師器 杯 7.5YR7/4にぶい燈色
暗褐色の粒子を少量含む 口縁部~体部

(17.0) 全体的に摩耗L-C
綴密 1/8弱残存 し為る

88145 黒色土 Z8 土師器 ff 10YR7/4にぶい黄櫨色
暗褐色の粒子を少量含む 口縁部~体部

(13.0) 
全体的に摩耗して

綴密 1/8弱残存 いる
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第10表 出土遺物観察表(石器・石製品1)

害挿号図番 版図番号 器穏 遺構名 区画 層位
長さ 幅 厚さ 重量

残存率 石材 備 考
(叩) (叩) (叩) (g) 

5 1 14 乳棒状石斧 SB2 Z8 階褐色土 12.78 4.59 3.62 332.日目 両端部欠 砂岩 被熱縄文か?

28 1 23 属平片刃石斧 S BIO D5 黒色土 2.71 2.52 0.82 11.45 完形 緑色凝灰岩 使用頻度顕者

37 1 27 柱状片刃石斧
S B12 

D3 褐色土 4.36 2.35 1.42 22.54 完形 緑色凝灰岩 使用頻度顕著
(壁溝内)

46132 砥石・敵石 SB7 C6 褐色土 9.41 5.23 2.05 127.30 完形 砂岩
主面部に砥面をもち、端部
に敵打痕

47132 砥石 S B 12 D4 黒色土 8.37 4.05 1.45 81. 26 端部欠 凝灰岩
砥箇は顕著でわずかに湾曲
する

48 32 砥石 S B16 D2 黒色土 23.74 21. 73 6.95 5138.00 左側欠 ゆ岩 主面部に砥面

49 32 砥石
SBll C' 

黒色土 32.57 12.68 11. 75 6400.00 断片 砂岩
被熱による破損顕著、主面

(Pll内) D4 部に磨耗顕著

50 32 砥石 SB5 C7 黒色土 28.46 13.22 4.49 2502.00 完形 砂岩 主面部に砥面

51 32 台石 S B15 C' 
黒色土 29.40 22.25 8.90 8415.00 完形 砂岩 主面部がわずかに磨耗

D3 

C. 被熱、表裏、両側辺に砥面
52 33 砥石 SBll 

D4 
黒色土 23.82 9.77 9.44 2962.00 完形 砂岩 形成、正面の砥面が顕著、

磨製石斧の砥石と推定

53 33 台石 SB4 C8 黒色土 17.48 11. 76 7.35 1960.00 断片 砂岩 被熱

54 33 台石 S B15 
C. 

黒色土 36.89 42.20 10.96 14375.00 半欠 砂岩
彼損顕著、主面部中央付近

D3 に磨耗あり

55 33 台石 SBll C' 
黒色土 26.55 24.27 8.16 8085.00 完形 砂岩 主面部がわずかに磨耗

D4 

56 33 台石 SB8 C6 黒色土 36.81 26.33 13.30 15080.00 完形 砂岩 主面部に磨耗あり

57 33 磯断片 S B12 D4 黒色土 9.18 5.77 1. 92 150.10 断片 凝灰岩
52の砥石と同じ石材、砥石
の素材の可能性

58 33 用途不明品 S B12 D4 黒色土 7.47 6.79 1. 24 91.44 完形 頁岩 側辺の稜線部に麟耗痕顕著

125 47 打製石鍛 B5 黒色土 2.20 2.29 0.38 1. 09 先端欠 凝灰岩

126 47 打製石鍛 A7 黒色土 2.61 1. 66 0.36 0.84 完形 凝灰岩

127 47 打製石鍛 B5 暗褐色土 3.71 1.47 0.65 2.90 先端欠 凝灰岩

128 47 打製石鍛 B4 階褐色土 2.15 1. 67 0.39 1. 35 完形 凝灰岩

129 47 打製石鍛 B4 階褐色土 2.34 1. 75 0.62 1. 67 完形 凝灰岩
石鍛中央部に島状の痛があ
る

130 47 打製石鍛 B4 暗褐色土 1.80 1.38 0.40 0.59 完形 凝灰岩

131 47 打製石鍛 SB2 Z8 黒色土 2.00 1. 70 0.30 0.99 完形 泥岩 摩滅が進行

132 47 打製石鍛 B3 暗褐色土 1. 90 1. 30 0.20 0.62 脚と先端が欠損 黒曜石
先端の状態から失敗品か補
修品

133 47 打製石鍛 SB7 C6 黒色土 (1. 60) 1. 00 0.40 0.50 脚部欠損 泥岩 摩滅が進行

134 47 打製石鍛 B4 暗褐色土 1.30 1.40 0.30 0.65 脚部と先端部欠損 チャート
失敗品又は廃棄品、石匙の
形態とも取れる

135 47 打製石鎌 B6 黒色土 (2.50) (1. 40) (0.30) 0.78 脚部と先端部欠損 頁岩

136 47 横形石匙 B3 黒色土 3.79 5.47 1. 39 21. 37 完形 凝灰岩

137147 石匙 SBll C4 黒色土 3.00 4.10 1.40 8.56 完形 チャート

138147 横形石匙 B5 暗褐色土 5.68 6.05 1. 18 27.23 刃部欠 凝灰岩

139147 横形石匙 B3 陪褐色土 3.01 4.22 0.66 6.25 完形 凝灰器

140147 横形石匙 B4 暗褐色土 4.90 6.64 1.44 35.02 上端部欠 凝灰岩 素材末端辺に微細剥離顕著

141147 縦形石匙 B2 暗褐色土 7.87 5.97 1. 35 55.31 刃部断片 凝灰岩 周辺部欠損が激しい、被熱

142147 縦形石匙 B4 暗褐色土 5.06 3.02 1.13 11. 70 完形 凝灰岩

143148 石錐 B3 黒色土 4.22 2.94 1. 08 8.52 左側欠 凝灰岩

144148 石錐 B3 黒色土 2.30 2.00 1.40 3.09 完形 チャート

145148 スクレイノ号ー B2 階褐色土 3.20 3.30 1. 00 11. 20 完形 チャ}ト 円形

146148 スクレイパー B5 暗褐色土 3.40 3.80 1.10 11. 40 完形 泥岩
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第11表 出土遺物観察表(石器・石製品2)

雪挿号図番 版号図番 器種 遺構名 区画 層位
長さ 幅 厚さ 重量

残存率 石材 備 考(cm) (cm) (cm) (g) 

147148 スクレイパー B3 黒色土 3.90 4.50 1.30 25.51 完形 泥岩

148148 スクレイパー S BI5 D3 褐色土 2.30 2.9日 0.80 4.09 完形 泥岩 凹刃

149148 スクレイパー B4 黒色土 4.8日 3.40 1.10 16.80 完形 泥岩

150148 スクレイパー C I 褐色土 5.10 3.30 1.30 20.04 完形 チャート 石匙のような突起物有

151 48 スクレイパー B3 精褐色土 3.00 3.40 1. 20 10.52 一部欠損 泥岩

152 48 スクレイパー A6 黒色土 7.30 4.60 2.00 53.86 完形 泥岩

153 48 スクレイパ} B3 暗褐色土 4.50 5.10 1. 00 15.83 完形 頁岩

154 48 スクレイパー B3 暗褐色土 2.70 5.60 1.30 15.07 完形 泥岩

155 48 磨製石鍛 Z7 黒色土 5.17 2.32 0.35 4.58 完形 緑色凝灰岩 基部に穿孔途中の孔がある

156 48 磨製石鍛 B4 踏褐色土 (3.00) (1.00) (0.30) 0.85 縦割れ 泥岩

157 48 磨製石斧 B2 暗褐色土 6.71 4.94 0.99 39.58 基部欠 泥岩

158 49 打製石斧 B3 黒色土 7.16 3.47 1. 62 49.85 完形 泥岩 正面刃部磨耗顕著

159 49 打製石斧 B4 暗褐色土 7.56 3.77 1. 76 60.41 刃部欠 凝灰岩

160 49 打製石斧 B4 黒色土 9.20 4.00 2.10 93.52 完形 頁岩 刃部は未加工使用

161 49 打製石斧 B2 暗褐色土 6.75 4.76 1. 79 63.70 基部断片 砂岩

162 49 打製石斧 C3 褐色土 (7.00) 4.00 2.10 64.09 頭部 粗粒砂岩

163 49 打製石斧 B6 暗褐色土 9.8日 5.10 1. 90 112.64 完形 細粒砂岩

164 49 打製石斧 B5 暗褐色土 8.90 4.30 1. 50 64.98 頭部の一部欠損 頁岩 自然面に擦痕有

165 49 打製石斧 B5 暗褐色土 (8.60) 4.20 1.40 55.42 頭部欠損 細粒砂岩
円ノミ刃頭部に若干の扶

りが入る

166 49 打製石斧 A7 黒色土 9.00 3.70 1.40 57.24 
中間~刃部一部欠

頁岩
損

167 49 打製石斧 B5 黒色土 (8.50) 4.00 1.80 69.53 刃部 貰岩

サイドに使用痕あり、頭部

168 50 打製石斧 B3 黒色土 (6.30) 3.90 1. 30 37.52 刃部 頁岩 の欠損は早〈欠損後も使用
していたと息われる

169 50 打製石斧 B4 暗褐色土 6.47 3.95 1. 29 35.92 刃部欠 泥岩

170 50 打製石斧 B4 暗褐色土 6.31 4.24 1. 81 51. 92 刃部断片 凝灰岩 刃部磨耗顕著

171 50 打製石斧
S BI3 

D4 黒色土 11.40 4.00 2.2日 102.74 完形 細粒砂岩
刃部と頭部は円ノミ形と

(周溝内) なっている

172 50 打製石斧 B4 暗褐色土 11.87 4.10 2.43 138.86 完形 凝灰岩 被熱

173 50 打製石斧 B2 暗褐色土 9.00 4.60 2.30 83.27 完形 中粒目当岩

174 50 打製石斧 B5 暗褐色土 11.80 3.90 3.30 179.14 完形 細粒砂岩 頭部の欠損は比較的早い

175 50 打製石斧 B6 暗褐色土 (6.10) (5‘40) 1. 70 61.日4 頭部 頁岩

176 51 打製石斧 B4 暗褐色土 9.10 6.50 1.84 108.79 完形 砂岩

177 51 打製石斧 B4 暗褐色土 11. 88 6.45 3.63 267.89 完形 泥岩 被熱

178 51 打製石斧 B4 暗褐色土 7.68 4.90 1.35 50.01 基部欠 泥岩 刃部磨耗顕著

全面に使用したような痕跡

1791 51 打製石斧 B6 黒色ニt 6.80 4.50 1.40 53.07 刃部 頁岩 がある、頭部欠損後敵石的
な使い方をしたと思われる

180151 打製石斧 SD8 D4 情褐色土 18.30 7.50 3.30 590.75 完形 粗粒砂岩

181151 打製石斧 B6 黒色土 8.40 5.70 2.60 138.15 頭部一部欠損 頁岩

182151 打製石斧 B4 暗褐色土 (5.60) (6.80) 2.40 81.08 刃部 頁岩 使用中に欠損した可能性有

1831 52 機器or打製石斧 B3 暗褐色土 7.00 9.50 1.80 130.81 完形 中粒砂岩
頭部欠損か半円か判断が困

難
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第13表 出土遺物観察表(石器・石製品4)

番号 挿雪図 版号図番 器種 遺構名 区画 層位
長さ 幅 厚吉 重量

残存率 石材 備考(叩) (叩) (叩) (g) 

220 56 打欠石緩 日4 暗褐色土 5.58 4.83 1. 43 50.59 完形 泥岩

221 56 打欠石錘 B4 婿褐色土 4.51 3.52 0.88 17.27 完形 泥岩

222 56 打欠石錘 B4 暗褐色土 4.51 3.81 1. 23 28.96 完形 泥岩

223 56 打欠石錘 B4 暗褐色土 4.80 3.71 1.18 30.50 完形 砂岩

224 56 打欠石錘 B4 精褐色土 4.61 3.75 1. 25 28.43 完形 砂岩

225 56 打欠石錘 B4 暗褐色土 4.47 4.07 1. 36 29.84 完形 泥岩

226 56 打欠石錘 B4 暗褐色土 5.30 3.72 0.94 26.08 完形 i泥岩

227 56 打欠石鍾 B4 踏褐色土 4.77 4.20 1. 24 31. 73 裏面欠 泥岩

228 56 打欠石錘 B6 暗褐色土 5.24 4.40 1. 40 41. 79 完形 砂岩

229 57 打欠石錘 C4 褐色土 5.67 4.92 1. 99 68.71 完形 砂岩

230 57 打欠石鍾 排土 5.18 4.26 1. 44 42.17 完形 砂岩

231 57 敵石 B4 暗褐色土 11. 92 9.17 2.77 410.00 完形 砂岩
主面部に敵打痕の集中、側面
に敵打痕

232 57 敵石 B5 暗褐色土 7.08 6.70 5.81 324.00 完形 砂岩 端部および周縁部に敵打痕

233 58 敵石 B5 暗褐色土 7.66 6.72 2.52 163.25 完形 砂岩 主面部に敵打痕の集中

234 58 厳石 B5 階褐色土 5.67 5.28 3.81 125.50 完形 砂岩 主面部に敵打痕の集中

235 58 敵石 B4 暗褐色土 6.72 4.87 4.64 190.60 完形 砂岩 上下端に厳打痕

236 58 敵石素材 B4 階褐色土 6.19 4.76 4.38 167.80 完形 Jt)岩 投弾の可能性あり

237 58 敵石素材 B4 暗褐色土 5.50 5.20 2.87 108.10 完形 砂岩 投弾の可能性あり

238 58 敵石素材 B4 階褐色土 6.05 5.87 4.67 212.60 完形 砂岩 投弾の可能性あり
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第4節 ま と め

上ノ山遺跡は金谷地豆としては、発掘調査によって内容が明らかになった数少ない遺跡の一つになっ

た。第二東名の建設に伴う発掘調査であったため、明らかになった部分は路線幅に限られるが、周辺に

ある周知の弥生時代の遺跡よりもさらに古い弥生時代中期後半の集落の状態を知ることができた。また、

これまで周辺で把握されていない奈良時代の資料が得られたことは、急峻な丘陵と河川の氾濫原が大半

を占めるこの地域における当時の集落立地の一端を示唆するものとして興味深い。

縄文時代の集落

遺跡の草創期にあたる縄文時代では、中期~晩期の資料が得られている。土器をみると、今回の出土

点数のほぼすべてにあたる、実測し掲載し得た25点中17点が中期、 l点が後期、 3点、が晩期、 l点が後

~晩期、時期が判然としないもの 3点となり、中期の後は晩期がやや多いことが分かる。彼らの精神世

界やその流儀を填間見ることができる興味深い事例として、埋蓄を伴う SF9が竪穴住居跡よりもやや

離れた位置に設けられていることも、土器量と相関して遺跡の盛期が中期にあることを示している。近

接する駿河山遺跡からも中期の埋警が複数基検出されているので、両者の比較によりこの事例をより深

く理解することができるだろう。また、当該期の竪穴住居跡は 2軒を想定したが、いずれも尾根部に近

接して建てられたものなので、同時期には寄在し得ない。尾根上の他の部分に住居が建てられていない

ことは、住居 l軒の生活空間を暗示しているのであろうか。

さて、大井川流域の縄文時代遺跡は中期を主体とするものが多いが、上・中流域においては割田原遺

跡(静岡市)、下関土遺跡、大島遺跡、山王遺跡、上長尾遺跡(J11根本町)、天王山遺跡、家山原遺跡(川

根町)などに、下流域では風西遺跡(島田市)に後~晩期の資料がある。これら遺跡の分布から、後~

晩期の遺跡は下流域に行くにしたがって減少する傾向が窺える。このような状祝の中で、本遺跡から後

~晩期の資料が得られた意義は大きい。近接する丘陵上に立地する駿河山遺跡では当該期の資料が得ら

れていないので、中期段階の集落を営むことに適した台地上すべてが後期段階に継続するわけではない。

より条件の良い土地が周囲にありながら、彼らがこの地を晩期にいたるまでの居住地とした理由は十分

理解できないが、自然条件のほか集落を構成する集団の継続性や、彼らがもっ居住域への専有性が作用

していたことも想定しなければならないだろう。また、遺物では土器の割に打製石斧が多量に出土して

いることが興味深い。このように打製石斧が土器量を凌駕する傾向は、半場遺跡(浜松市:1日佐久間町)、

親塚遺跡(浜松市)、清水天王山遺跡(静岡市清水区)などにもみられる。

弥生時代の集落

弥生時代の集落は、調査区全域が耕作等によって削平されていることや、周囲の天地返しにより失わ

れている住居跡があることを想定すれば、本来は今回検出された軒数を上回るもので構成されていたと

考えられる。今回検出された住居跡16辞中、 6軒が中期後半(拡張を含む)、 7軒が後期、時期不明が3

車干となる。

中期後半の住居跡は、丘陵上部に 3軒 (SB 1・2・4)、尾根部に 3軒(うち 2軒は拡張)が分布す

る。 SB2・4・10はそれぞれが20m前後の隔たりを持つが、 SBlOと SB 12・18は近接するので、集

落の中でも近い関係であったとも考えられる。住居のプランはいずれも楕円形(拡張されている SB2

の当初形も楕円形と理解する)であり、入り口を南~南南東側に開いていたと想定できることにも、一

定の規範が感じられる。このように、埋まりかかってくぼみとなった埋没谷を取り巻く丘陵部に配置さ

れた集落であったと思われる。

後期の住居跡は尾根部に集中する傾向がある。したがって、中期後半の集落のように埋没谷を挟んで
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西側にまでも展開するとは即断できない。住居のプランは楕円形状を呈するものと円形~角の張る円形

を呈するものに大別される。特に楕円形状を呈する住居は、1O"'-'20mおきに建てられている。間痛を置

くことは中期後半の住居と同様であるが、相互の距離がまちまちであることは異なっている。これらは

S B 11から SB9、SB5へと直径40m程度の円弧に沿って建てられているように見える。上ノ山遺跡

の場合、住居の乗る尾根の東側には殿ノ沢による谷があるために東側に住居を配置することは不可能で、

あり、東南東を開いた配置とならざるを得ない。しかし、このような配置傾向は、東から東南東に住居

を配することが可能な駿河山遺跡にもみられるため(河合2002)、意図的な作用とも考えられる。東~東

南東は太陽が昇る方向であるので、その方向を空けて集落内に生気を取り込むというような自然崇拝に

基づいた住居の配置が、当該期のひとつのあり方であった可能性が高い。

彼らの生業を示す情報は少ない。しかし、丘陵を下れば大代川が形成した谷底平野に出ることができ

るという立地条件から、彼らが水田稲作を行っていたことを想像するのは難しいことではない。また、

施孔途中の磨製石鍛や砥石の幸子在は、ここで石器の制作が行われていたことを示唆するものである。

古代の集落と墓域

古代の遺構は、中世の遺構とは分離が難しいが、おそらくより丘陵の上位にある掘立柱建物群が居住

域であったものと推測される。遺物は少ないものの、奈良時代のものが比較的揃っている。特に須恵器

の聾が複数個体存在することは、丘陵の下から随時水を汲み上げ溜めていたことを思わせる。また、須

恵器の双耳杯は周辺でも出土例が極めて少ないものであり、集落内での特殊な目的に用いられた可能性

を思わせる。

平安時代にいたると遺物が少なくなる。このなかで注目されるのが、火葬骨を入れて埋納した蔵骨器

と捉えられる椀がかぶせられた灰紬陶器の壷である。当該期の灰紬陶器がこのほかはほとんど出土して

いないことから、平安時代、特に 9世組以降は集落域が廃絶し、 11世紀にいたって墓域として利用され

るようになったことを示している。

中世の集落と丘陵部における生活の放棄

この場所が再度集落化するのは中世前期である。近接する横向窯の山茶椀類が搬入されていることか

らも明らかである。山茶椀類の中には、これまで「生焼け」として処理されてきた、にぶい櫨色を呈し

やや軟質に焼きあがる一群がある。特に小皿の形態に多いことは、ほぼ同時期と思われる非ロクロ系の

かわらけの存在からも、これらがかわらけを指向して作られ、使用されたものと思われる。

古代~中世前期のこの地域が質侶荘内に含まれることは先述したところである。上ノ山遺跡から見下

ろす平野部には質侶郷が存在したと考えられるため、すでに平野部の積極的な開発は古代以前に開始さ

れていたと思われる。そして横岡付近を中心に営まれる窯業も、荘園経営の一端を担っていたことが想

定される。古代以降の平野部の開発がどのように進行していったのかを、上ノ山遺跡の成果から推し量

ることは困難である。しかし、大井川の影響を受けにくい大代J11の谷底平野や、谷の出口付近と牛尾山

の南麓付近に想定される大井川による後背湿地は耕作域としてある程度の安定的な生産力をもっていた

ことは確かで、あろう。しかし、台地上に集落が占地することを鑑みれば、中世前期までの沖積地は場所

によって居住するにはいまだに不安定であったと考えざるを得ない。

中世後期の集落は、金谷地区ではいまだ把握されていない。おそらく耕地となる沖積地の安定化に

伴って丘陵での暮らしに終止符を打ち、丘陵裾部の比較的安定した地域に降りて現集落の母体となった

のであろう。

このように今回の調査は、これまで、発掘調査例の少なかった金谷地区においては、限られた範囲の調

査にもかかわらず新たな発見を多く含んだ、示唆に富む内容となった。特に縄文時代~弥生時代のあり

方は、駿河山遺跡の内容と照らし合わせ熟考することによって、大井川流域の当時の生活を復元する糧
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となるであろう。また、古代~中世前期の集落の立地が明らかになったことは、墓域と集落、あるいは

窯などの生産域と集落といった、地域の景観を僻撤するきっかけとなるだろう。

現地調査及び資料整理ならびに本書の作成にあたって、多くの方々のご協力をいただいた。また、次

の方々からは、様々に御指導、御教示をいただいた。ここに記して感謝申し上げる。(敬称略、順不同)

飯塚晴夫、石田 勉、溢谷昌彦、松井一明、島田市教育委員会のみなさん
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高日 書 名 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 島田市-1
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編著 者 名 川上努/河合修/及川司

編集 機 関 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所 在 地
〒422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23-20

T E L054-262-4261 (代表) FAX054-262-4266 

発行 年 月 日 2006年3月24日

ふりがな ふりがな
コード 調査面積

所収遺跡 所在地 北緯 東経 調査期間
m 

調査原因
市町 名 遺跡番号

世界測地系 世界測地系
静しずお岡かげ県ん

34050'46" 13806'31" 19990105 開発等の事
上うえノのや山ま

島田市 22209 237 ~、“ 3，929 業に伴うも

志戸呂
日本測地系 日本測地系 19990930 の(道路)

34050〆38" 13806'42" 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

土器

縄文中期~晩期
竪穴住居跡2 (五領ヶ台式併行大洞BC式併行)

土坑4 打製石斧磨製石斧石鍛石錐

石匙石錘

弥生中期後半 竪穴住居跡16 土器磨製石錬磨石敵石

集落
~後期 溝 5 土坑 I 砥石台石

上ノ山

古代
掘立柱建物4

須恵器灰柚陶器
土坑 I

中世
掘立柱建物5

山茶椀小皿かわらけ
溝4

近世 志戸呂焼かわらけ

上ノ山遺跡は、縄文時代中期~近世にいたる複合遺跡。

縄文時代中期~晩期の集落は竪穴住居2軒、土坑4基を検出。後~晩期と思われる打製石斧が多量出

土。

弥生時代中期後半~後期の集落は竪穴住居16軒、溝5条、土坑 I基を検出。

要約 古代では奈良時代の掘立柱建物4棟、平安時代の蔵骨器を収めた土坑 I基を検出。平安時代には集落が

断絶し、墓域となることが判明。

中世では前期(鎌倉時代)の掘立柱建物5棟、溝4条を検出。東遠系山茶椀類、非ロクロかわらけが出

土。

近世では遺構は検出されなかったが、志戸呂焼、かわらけが少量出土。
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